
第 1 0 回 ｢産科医療補償制度再発防止委員会｣ 会議録

日 時 " 平成 2 3 年 9 月 9 日 (金) 1 6 時 0 0 分~ 1 8 時 0 0 分

場所 : 日 本医療機能診鮖薗機構 9 階ホール

公益財団法人 日 本医療機能評価機構



1 . 開会

○事務局 事務局でございます。 まだお見えでない先生もい ら っ しゃ る んですけれ

ども 、 時間 と な り ま したので、 始め させて頂きたい と 思います。

本 囲ま、 お忙 しい中お集ま り 頂き ま してあ り が と う ございます。

まず、 初めに、 資料の確認を させて頂きたい と思います。

一番上にございますのが、 本 日 の出欠の一覧表でございます。

続き ま して、 左側のク リ ッ プ どめで、 新聞記事、 それか ら ｢マル写し｣ と 書いた

資料、 それか ら 1 枚も のの厚生労働省の通知、 こ ち ら を参考 と して配付してお り ま

す。

その次にございますのが、 本 日 の次第 と本体資料と な り ます。

続き ま して、 資料 1 と 致しま して、 分析対象事例の概要 (吸引分娩について) と

い う A 3 の表の資料が ございます。

続き ま して、 資料 2 と 致 しま して 、 吸引分娩について (案) と 書いた資料が ござ

います。

続き ま して 、 資料 3 と しま して 、 分析対象事例の概要 (診療録等の記載不足につ

いて) と い う A 3 の表の資料が ございます。

続き ま して 、 資料4 と 致 しま して 、 診療録等の記載不足について (案) と 書いた

資料がございます。

本 日 の資料は以上でございます。 乱丁、 落丁等ございま した ら 、 お 申 しつけ下さ

し 、。

委員の皆様の卓上には、 これまでに公法を された原因分析報告書を参考と してお配

り してお り ますので、 適宜ご参照下 さ い。

○事務局 それでは、 ただいまか ら第1 0回産科医療補償制度再発防止委員会を開催

致します。

本囲ま、 板橋委員、 岩下委員、 帳本委員、 福井委員か ら ご欠席の連絡を頂いてお
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り ます。 村上委員におかれま しては、 少 し遅れて到着される と ご連絡を頂いてお り

ます。

それでは、 池ノ 上委員長に進行をお願い したい と思います。 よ ろ し く お願い致し

ます。

○池ノ 上委員長 それでは、 委員の先生方、 お忙 しい中にご出席頂き ま してあ り が

と う ございます。 本 日 、 ど う ぞよ ろ し く お願い致します。

議事に入 り ます前に、 8 月 22 印こ第 1 回の再発防止に関する報告書を公法も致 しま

したが、 その際、 委員会を代表致しま して私のほ う で記者会見に出席を致しま した

ので、 それにつき ま して簡単にご報告を させて頂きたい と思います。 お手元にその

記者会見の報道の う ち主な記事を準備 してお り ます。 ど う ぞご参照頂きたいと思い

ます。

記者会見には報道lo社が参加致しま した。 約 1 時間にわたって記者会見を行いま

した。 その質問は、 全体を通じま してガイ ドライ ンが守れなかった事例は何例かと

か、 あ る いはガイ ドライ ンに違反 していない事例は何例かと か、 そ う い う ガイ ドラ

イ ン違反の有無 と い う こ と にほ と ん ど質問が集中致しま した。

最初に、 私のほ う で説明致しま したが、 今回、 数量的 と か統計的あ るいは疫学的

な分析をする に足るだけの十分なケースが集ま っているわけではないので、 そ う い

った視点での分析と い う こ と はあえて行っていない、 ただ教訓 と な る よ う な事例に

ついてのテーマごと の分析を行って 、 その中でのガイ ドライ ン逸脱云々 についての

報告を した と い う ふ う な こ と を繰 り 返 し説明致しま した。 最終的にはそ う いった こ

と の理解を頂いた と い う ふ う に思ってお り ます。

産科医療の質の向上 と い う 意味でのガイ ドライ ンを逸脱した と か、 ガイ ドラ イ ン

が よ く 守 られていない と か、 当然、 行われるべき こ と が行われていない と い う こ と

で、 その中の こ と が必ずし もダイ レク ト に脳性麻痺発生の原因につながった と 明確

に言える も のではない、 しかし医療の質を向上 させる と い う 意味か らでは、 そ う い



ったガイ ドライ ンを遵守する と い う こ と をステー ト メ ン ト と して出 した と い う こ と

で、 記者会見を終わ り ま した。

その後、 事務局等々へも色々 な問い合わせやレスポンスがあった よ う る こ聞いてお

り ますので、 事務局のほ う で何かございま した ら 、 追加 して頂ければと思います。

いかがで し ょ う か。

○事務局 (森脇) 事務局でございます。
■

報告書に関する記者会見の後、 8 月 22 日 か ら 9 月 7 日 まで、 約 2 週間で■件程度

のお問い合わせが ございま した。 その う ちのい く つかを ご紹介 させて頂き ます。

まず、 分鱗鮒件から報告書を数冊･いとい う こ と で･ 院内に周知するため

　 　　 　

　　　 　
■罰 . ■1　 　　　 　

次に 、 学会等への対応についてでございます。 報告書に記載してあ り ます学会に

対する要望につき ま して、 取 り 組みをお願いする文書を機構のほ う か ら 出 してお り

ます。 主な関係団体、 まず、 産科婦人科学会、 産婦人科医会、 医師会等を含めま し

て、 9 団体に通知の文をお送 り 致してお り ます。 その通知の文章がお手元にあ り ま

す記事の下に添付してお り ます。 併せてご参照下 さい。

それを受けま して 、 医師会のほ う が ご対応を早速して頂き ま して 、 原中会長名で

都道府県医師会宛に本報告書を送付された と い う ご報告を頂き ま した。

次に、 厚生労働省のほ う か ら も対応を頂いてお り ます。 先ほ どの記事、 通知文、



最後に 1 枚も のの役所の通知が添付してお り ますが、 こ の よ う な形で報告書の公濠

に関 して通知 して頂いてお り ます。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。

報告書につき ま しては、 産婦人科医会、 あ る いは産科婦人科学会にも こ の報告書

をお届け してお り ますが 、 医会あ るいは学会等での レスポンスについて、 先生方は

何かお聞き してお り ますか。

○石渡委員長代理 それでは、 産婦人科医会のほ う か ら 。

産婦人科医会は、 平成16年か らすでに この脳!陸麻痺事例だけではな く て 、 妊婦死

亡である と か、 偶発 して起こ って く る 医療事故の収集 ･ 分析を行ってお り ま して 、

それに基づいて都道府県の産婦人科医会、 あ るいは会員を通 して、 色々注意を喚起

してずっ と今までき ているわけです。 特に 、 医師貝謝債責f者呆険等々 で対応する よ う

な場合には、 あま り 大き な過誤と いいますか、 それについてはその個人を呼び出 し

てそれで対応 している 、 そ う い う 状況です。

今回、 こ の よ う な こ と で各職能団体のほ う に色々 な提言 ･ 注意がな されま した。

これについて医会でも重 く 受け止めてお り ま して 、 具体的にはアク シ ョ ンを起こ し

てお り ます。

1 つは、 こ の新聞記事にある よ う に 、 心拍監視不十分が 8 件ある と い う よ う な こ

と です。 やは り 、 分娩経過を見ている のは助産師 ･ 看護師が主であ り ま して 、 その

と き に胎児心拍数図の異常に早 く 気がつ く こ と 、 それを医師に報告する こ と が大事

であ り ま して 、 具体的には各分娩に携わる人のポケ ッ ト に入る よ う な 、 そ う い う C

T Gの 、 今度のガイ ドライ ンに沿った形の色々 なパターンですね、 パターン認識で

き る よ う なも のをポケ ッ ト版と して配付する こ と にな り ま した。 大体 1 万3 , 000部

ぐ らい作る 。 それで足 り ない部分については購入して頂 く こ と にな り ますけれども 、

そ う い う ア ク シ ョ ンを起こ しま した。 具体的には、 1 カ月 ぐ らいたっ てそれが実現

する のではないか と い う ふ う に思ってお り ます。
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それか ら新生児蘇生、 これも非常に重要なポイ ン ト なんですけれど も 、 これにつ

き ま しては周産期新生児医学会が新生児蘇生の こ と について、 今、 イ ンス ト ラ ク タ

ー養成等々 で全国的に展開 してお り ますけれども 、 各産婦人科医会のほ う ↓ こおいて

も N I C Uの先生方の指導の も と に全国的な展開を してお り ます。 これについて も

今後 と も充実させてい こ う と い う ふ う に思っています。

医会では、 年に 1 回の全国の担当者連絡会を開いてお り ます し、 また 、 産科婦人

科学会の中でもそ う い う 啓発する と き の コーナーを設けてお り ます し 、 産婦人科学

術集会でもやは り 新生児蘇生の こ と 、 それか ら胎児心拍数図の読み方等々 について

も啓発を している と い う 状況でございま して 、 今後 と も会員 ･ 各医療現場でそれが

生か される よ う に医会 と して もやっていきたい と 、 そ う い う ふ 効こ,思っ てお り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 早急に色々 な レスポンス を して頂いた

と い う こ と 、 あ り が と う ございま した。

川端委員、 何か追加、 ございますか。

○川端委員 石渡委員長代理のおっ しゃ っ た通 り で、 会員教育にはずいぶん力を使

っている と こ ろですが、 前も勝木･接≦員か ら ご指摘があった よ う ゐ こ 、 そ う い う と こ ろ

に顔を出 した り 読んで く れる人はよ ろ しいんですけれど も 、 そ う でない人たちを ど

う やってそ う い う 場に引 っ張 り 出すな り 勉強 して も ら う か と い う のが 、 長年のテー

マ と い う と こ ろです。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 その他の委員の先生方で、 今回の報告

書あるいは文章等について、 何かお気づきの こ と と か、 あ るいはお聞き になった こ

と があ り ま した ら 、 お話 し頂ければと 思います。

○村上委員 日本助産師会のほ う で、 私、 安全対策のほ う の委員をやってお り ます

ので、 早速、 こ の報告書を用いま して、 先 日 、 ち ょ う ど 1 週間 ぐ らい前ですけれど

も 、 リ ス ク マネジメ ン ト研修参会があ り ま したので、 開業助産師 さ ん等も踏ま えて、

病院に勤務 している助産師等 と 一緒に研修参会を実施致しま した。 再発防止に関する



こ と と い う こ と で、 特に具体的には今回提示 された 4 つのテーマに沿った分析の事

例等を会員の皆様に紹介しなが ら 、 再発防止についての今後の注意事項等を確認し

た と い う よ う な と こ ろが ございま した。

特に、 助産院の事例等も提出 されてお り ま したので、 その中で問題になった胎児

心拍の監視の件に関 しま しては 、 頻回に聞 く と い う こ と の注意喚起 と と も る こ 、 たま

たま新し く その間歇的なその胎児心拍聴取に関 しては、 記録が残る よ う な ド ップラ

等の開発等も助産師会が一緒になって開発していて、 ま だ製品化は されていないん

ですけれども 、 大分見通 し も 出てき ま したので、 そ う な り ます と 、 バ リ ア ビ リ テ ィ

等のチェ ッ ク等も 間歇的な聴取であって も可能かな と い う ふ う に考えてお り ま して 、

その辺に関 して も新 しい器材を導入しなが ら注意を していき たいな と思っています。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 また 、 最近の情報をお知 らせ頂

ければと 思います。

他にいかがで し ょ う か。

○ 田村委員 日本周産期 ･ 新生児医学会で定期的にやっている事務局 と理事長 と の

打ち合せ会での報告に よ る と 、 ｢震災の影響で少 し横ばいであったN C P R講習会

の申 し込みが急に 8 月 後半か ら増えてきている 。 ｣ と い う こ と です。 恐 ら く 、 こ の

再発防止に関する報告書が影響してい る と考えてお り ます。

それと はく全 く 別なんですけれども 、 再発防止に関する報告書について某新聞記社

か ら僕に問い合わせがあった中で、 ｢同 じ施設で 2 回起きている と い う こ と につい

て 、 再発防止委員 と して ど う 思 う か ? そ う い う こ と は再発防止委員会でしっか り 指

導しておけば同 じ施鶴設で 2 回起こ る よ う なこ と は防止でき たん じゃ ないか ? ｣ と い

う よ う な質問があ り ま した。 こ の会では 2 例発生 した施設について、 特にその施設

での問題分析みたいな こ と は積極的にはまだ していないです長姦

○池ノ 上委員長 今の 2 例 と い う こ と について、 少 し具体的にお話し頂けますか。

○事務局 (原) お配 り してお り ます新聞記事の中ほ どを ご覧頂きたいんですけれ



ども 、 3 つ 目 ですれ これ、 実は訂正記事を出 して頂いています。 こ の1 5件の う ち

2 件が同 じだった と い う こ と については誤 り ですと い う 内容の記事でございます。

も と も と 前回の運営委員会で、 その と き 54件 と い う 原因分析の例数があったんで

すけれども 、 その 中に 1 つ同一分娩機関があ り ますと い う 報告を してお り ま して、

それ と勘違いを された よ う です。 以上でございます。

○池ノ 上委員長 1 5件ではない と い う こ と ですれ

○事務局 (原) はい。

○池ノ 上委員長 他にはいかがで し ょ う か。

○勝村委員 これ以上詮索するつも り はない し、 本当 に どこ の医療機関かを教えて

ほ しい と い う こ と ではないんだけれども 、 だけ ど 、 やっ ぱ り 同 じ と こ ろで起き てい

る と い う のは、 すご く 大事なテーマだ とずっ と 以前から思っている ので、 こ う い う

の も 出ていた と い う こ と を今お聞き して、 ち ょ っ と 右確認 しておきたいんですけれど

も。 補償対象になったのは、 今、 200 ぐ らいですよね。 分析が終わったのは去年が

1 5で、 今年が も う 60 ぐ らいですか。 だか ら 、 分析が終わったのは75個 ぐ らいあ る と

い う こ と で し ょ う か。 それ と も 、 1 5 十 60 じゃ な く て 、 合計で60ですか。

○上田理事 ト ータルで60です。

○勝本･矮"員 1 5 十 四十い く つで、 60なんですれ

それで、 こ の 2 例 と い う のは、 今年の四十数個の中に 2 つ入っている と い う 理解

でいいので し ょ う か。 それ と も 、 1 5の 中に 1 つあっ たんですか。 1 5の中の 1 つ と 同

じ医療機関が四十数個の中にも あったんで し ょ う か。 ち ょ っ と そのあた り は知って

おき たいな と 思 う んですけれども 。

○上田理事 7 月 に開いた運営委員会で 5 4件の中に 1 分娩機関で 2 つの事例、 重

複の事例があった こ と を報告しま した。 こ の分娩機関に対して報告書と は別に、 別

紙で改善の指導を し、 また 、 6 カ月 後にフォ ローをする こ と を 、 原因分析委員会 と

して取 り 組んでいる こ と を委員会に報告しま した。
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ですから 、 今後、 こ の よ う な形で取 り 組みなが ら 、 必要に応じて公法を します。 こ

れ ら の施輻役に対 して報告書、 ま た必要な場合には別紙において指導します。 この点

については、 原因分析委員会でも議論になってお り ますので、 その よ う な対応を し

ていきたい と思ってお り ます。

○勝村委員 先ほ ど、 川端委員か ら もお話があったよ う に 、 やっ ぱ り 一番の今のテ

ーマは、 本当に一部だ と僕 ら は従来か ら思っている のですけれども 、 ガイ ドライ ン

を逸脱する よ う な こ と が 、 同 じ医療機関でまた同 じよ う な逸脱 と い う のが起こ ら な

いよ う にする と い う こ と だと思います。 それが、 過去の医会か ら出 されている先生

方の文書を見てて も 、 学会から 出てい る も のでも 、 その こ と が本当に非常に難しい

んだろ う と思いますし、 僕 ら と して もやっぱ り そ こ を一番な く したい と い う 思いが

被害を受けた人には多いので、 そ う い う 意味でも こ う い う ふ う に色々報道して頂い

た こ と に感謝しますし 、 やっ ぱ り そ こ をち ょ っ と 注 目 して 、 だから 、 の中

に 1 つ、 こ の よ う なのが 2 つある と い う こ と ですけれども 、 これ以降出てき た場合

も 、 去年の 1 5 と の関連も含めて出てきた場合は、 一応、 ど こ が と い う 特定はないに

して も 、 あ っ た と い う 事実は、 こ の場では公法そ されてい く と い う 理解でいいんです

れ はい。 あ り が と う ございます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ござ

いま し ょ う か。 何かお気づきの点 と か。

も しない よ う で した ら ば、 今後 と も こ の再発防止委員会か らの提言 と い う のを委

員の先生方の色々 なご発言を頂き なが ら 、 同 じ よ う なま と め方を しなが ら 、 も う 少

し数が増えて く る と 、 全体像が、 こ の分布だ と か、 頻度 と か と い う も のが、 よ り き

ちっ と した も のが見えて く る のではないかと思いますので、 そ う いっ た と こ ろ も加

味しなが ら 、 今後 、 再発防止委員会か らの提言を出 していき たいと思っ てお り ます。

ど う ぞよ ろ し く お願い致します。

それでは、 今 日 の議事に入らせて頂き たい と 思います。
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本 日 の議事は、 次第の通 り でございます。 本 日 は前回の委員会で議論を して頂き

ま した委員の先生方か ら 、 色々 な ご意見がございま した。 その中か ら 2 つだけ、 事

務局 と相談致しま してテーマに沿った分析の対象と して挙げさせて頂き ま した。

それでは、 それにつき ま して事務局のほ う か ら 、 まず、 説明をお願い したいと思

います。

2 . 議 事

1 ) ｢テーマに沿った分析｣

○事務局 (原) それでは、 本体資料の次第をめ く っ て頂き ま して、 本体資料の 1

ページをご覧頂けますで し ょ う か。 こ ち ら のA 4 のほ う です。 次第の次にな り ます。

こ こ では、 テーマに沿った分析に関 しま して、 前回の委員会でのテーマ選定に関す

る意見を掲載させて頂いてお り ます。 また、 後ほ どご覧を頂ければと思いますが 、

今 日 は、 こ の中で①吸引分娩についておよび②記録に関する こ と る こついて取 り 上げ

てお り ます。

こ の資料の 3 ページですけれども 、 意見の最後の と こ ろです。 前回の委員会で、

件数の提示に関する ご意見がい く つかあったか と思います。 こ の熱こっき ま しては、

次回の委員会で、 ｢数量的 ･ 疫学的分析｣ の集計表を中間報告 と して提示を させて

頂 く 予定でございます。

それでは、 早速、 今回のテーマに沿った分析に入らせて頂き ます。

まず、 吸引分娩か ら始めたいと思います。 資料 1 を ご覧下 さい。 A 3 の横の資料

盛 り ますo ‘ ち らの“ う は 吸弓 -分娩断われ邉の事例の-覧でございます。
これまで と 同様に、 発症の原因 、 医学的言鮖面、 検討すべき事項を一覧に してお り ま

す。 また 、 吸引 に関する点をよ り 分か り やす く 示すために、 表の左側でございます

けれども 、 ク リ ステ レル併用の有無、 吸引の回数、 吸引時間、 吸引 開始時の児頭の

高 さ ですね、 最終的な娩出の方法、 幅状腱膜下血腫の有無、 これ ら について記載を
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して ございます。

なお、 こ ち ら の資料につき ま しては、 吸引分娩に関する検討に当た り ま して ご参

考に して頂ければ≧思います。

それでは、 資料 2 にな り ます。 A 4 のほ う です。 吸引分娩についての報告書

(案) につき ま して 、 澤田客員研究員よ り ご説明を させて頂き ます。

○澤田客員研究員 では、 説明 させて頂き ます。

第 1 回の報告書と 同様な作 り で作 らせて頂いてお り ます。

まず･ 分析橡事例“概況でぁ り ますが、 今まで公表された聡件の う ち川件“

　　　　　　　　　　　　
氏分析してお り ま して教訓I と髭事例が田件あ り ま “た。
帝王切開聯テした、 帝王切開が必要にな→た事例･鬮件。 ガ小'◇で言わ

れている 5 回以上、 20分以上、 と い う 長い期間において吸引分娩が施行された事例

がそれぞ逼件ずつ。 またり豆“臟麒下血腫が発れ“事例署樛 、 そ“
　　 　 　 　　　 　　

つ の囮例で児の出血性シ ョ ッ ク が起こ って 、 それに よ っ て脳小型林痺が発症した と

い う ふ う に されてお り ま した。

事例の概要 と して、 2 件の事例を示してお り ます。

事例“ , ですが吸引分娩を駈施行しま しが児娩出に至 らず、 帝王切開に変
更 した事例を載せてお り ます。 これの問題点 と しま しては、 吸引分娩の施行か ら帝

　　　　 　　　 　 　 　王切開ま暹分を要 してお ,吸引分娩実施汕分を経過 した時点で“分娩方法“
見直しを行わなかった こ と が一般的でない と い う 事例が 1 例 目 です。

続き ま して、 2 例 目 ですが、 こ ち ら は吸引分娩の施行、 緊急帝王切開の施行、 蘇

生な どは特に問題なかった事例であ り ますが、 児の血腫、 幅状腱膜下血腫に よ って

出血性シ ョ ッ ク に至った事例を載せてお り ます。

3 ページ割こ移 り ます。 今まで と 同 じよ う に、 吸引分娩施行に関する問題点、 原
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因分析報告書において書かれた ものを示 してお り ます。 4 つの項割こ多分けてお り ま

す。 ( 1 ) 吸引分娩の適応について 、 (2) 吸引適位について、 (3) 吸引分娩の回数と総

牽引時間について、 (4) ク リ ステ レル胎児圧出法の併用について 、 に分けて書いて

お り ます。

4 ページ 目 です。 4) 分娩機関が検討すべき事項と された と こ ろ も 、 先ほ どの 4 つ

に分けて書かれてお り ます。

続き ま して、 5 ページ 目 ですが、 5 ) 学会 ･ 職能団体への要望です。 これにつき ま

しては、 ち ょ っ と 分け方が変わってお り ますが、 ( 1 ) 番 目 と して吸引分娩の適応 と

適位についてがま と ま っ てお り ます。

(2) 番 目 と しま しては、 幅状腱膜下血腫について。 これは吸引分娩に よ って帽状

睫膜下血腫が起き る可能性があ る と い う こ と で、 かな り 十分な監視を したほ う がい

いのではないか と い う よ う な こ と を 、 ガイ ドライ ンに分か り やすいものに改訂する

努力を望む と い う よ う な こ とや、 わが国での全国的な実態調査を行ってほ しい と い

う よ う な こ と が書かれてお り ま した。

( 3) 番 目 と して 、 ク リ ステ レル胎児班竺出法の併用についてです。 これにつき ま し

て も ク リ ステ レルの適応についての再検討が望まれる と い う こ と と 、 ガイ ドライ ン

に示したほ う がいいのではないかと い う よ う な こ と が書かれてお り ま した。

6) 国 ･ 地方自治体への要望はない と い う こ と で した。

7 ページ 目 です。 吸引分娩およびク リ ステ レル胎児班=出法に関する現況です。

吸引分娩に関 しま しては、 一番最初の段落で、 手技は比較的容易であ り 、 産科医

を 目指 した医師の多 く が初めて行 う 産科手術の 1 つである こ と 、 その合併症につい

てその後書かれてお り ます。 その下半分には、 20 1 1年の新しいガイ ドライ ンが載せ

てあ り ます。

8 ページ 目 には、 ク リ ステ レル胎児!玉出法についてです。 教科書的に書かれてい

る こ と と 、 2 段落 目 には、 ガイ ドラ イ ンの解説に書かれていた こ と を載せてお り ま
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す。 あま り 文献的に しっか り と したエビデンスがない と い う こ と が言われてお り ま

して 、 今後、 検討されるべき課題であ る と記載 されてお り ま した。

9 ページ 目 です。 今回の再発防止および産科医療の質の向上に向けての提言です。

1 ) 産科医療関係者に対する提言であ り ますが 、 まずは、 ガイ ドライ ン20 1 1 を こ ろ従 う

こ と 。 そ して 、 以下の 4 つに関 して徹底して行 う こ と と してお り ます。

まず、 ( 1 ) 吸引分娩施行の判断を適切に行い、 適切な手技で吸引分娩を行 う こ と 。

(2) 吸引分娩施行中は胎児の状態を常に確認し、 牽引回数 5 回ルール、 牽引時間20

分ルールを念頭に置き 、 随日影分娩方法の見直しを行 う こ と 。 (3) 巾昼げも腱膜下血腫の

発生によ り 児の状態悪化がある こ と を認識し、 児の状態を注意深く 観察する こ と 。

@) ク リ ステ レル胎児圧出法の併用は有用であ る が、 胎児の悪化をきたす可能性が

ある こ と を認識する こ と と しま した。

2) 学会 ･ 職能団体に対する要望であ り ますが、 ( 1 ) 産科医が吸引分娩の技術を分

娩機関等で習得でき る仕組みを構築する こ と 。 (2) 本ガイ ドライ ンを会員に周知す

る こ と 。 (3 ) 吸引分娩の条件を再検討してほ しい と い う こ と が書かれてお り ます。

以上です。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 少 し長 く お話し頂いて 、 た く さ

んの情報が う かがえますけれど も 、 いかがで し ょ う か。 まず、 全体と して先生方の

ご意見を頂き たい と思います。

○箕浦委員 私、 こ のガイ ドライ ンに言及している と い う のは、 非常に大事だと思

います。 これまで色々 な鑑定だ と か意見書を書いてき たんですが、 吸引分娩と い う

のはかな り 多いです。 必ずそ こで問題になる のは、 適応 と 要約を満た していたのか

ど う か。 新 しいガイ ド ライ ンでステーソ ョ ン 0 でいい と い う こ と る こ な っ て しま う と 、

これまでは、 ほ と ん ど従来は、 大体鉗子 と 吸引は、 吸引の適応も基本的には鉗子 と

同 じであ る と い う ふ う に“教科書に書いてあった と思 う んです為 こ こ でガイ ドライ

ンの こ と を ごちゃ ごちゃ言っ て も し ょ う がないんですが 、 ガイ ドライ ンに よればス
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テーシ ョ ン 0 でいい と い う こ と になって しま う と 、 恐 ら く それに従ってゼロ で どん

どんやる事例が増える のではないかと い う 危惧を覚え るわけです。 ですから 、 こ の

ガイ ドライ ンに言及 している と い う のは、 非常に大事かな と い う ふ 効こ私は思いま

した。

○池ノ 上委員長 先生、 おっ しゃ ったガイ ドライ ンに言及 と い う のは、 ど う い う ふ

う に言及 と い う 意味ですか。

○箕浦委員 ステーシ ョ ン 0 と い う のは、 本当 に これでいいのか、 再検討を と い う

よ う な趣旨かな と 、 僕はこ の報告書で思ったんですが。

○池ノ 上委員長 ああ、 報告書の内容がですね。 ガイ ド ライ ンのステーシ ョ ン 0 と

い う のが、 も う 一遍再検討の余地があ る のではないか と い う よ う な意味で報告を し

てい る と 。

○箕浦委員 ええ、 私は思います。

○池ノ 上委員長 そ う い う こ と でよ ろ しいですか。

○箕浦委員 ガイ ドライ ンを読んでも大 したエ ビデンス も ない よ う なのに 、 ゼ ロ で

いい と言 う 。 推奨度B ですから 、 結構いいん じゃ ないか と い う こ と になって しま う

ので、 かな り これは危険ではないか と 、 私は今まで色々 な裁判をみて き た経験では

思っています。 ですか ら 、 こ こ でこ こ にち ょ っ と 言及 した と い う のは、 結構大事か

な と い う ふ う に私は思いま した。

○池ノ 上委員長 逆の意味になっているんですよれ じゃないんですか。

鮭.客員研究員 その薑件の中 ,‘好一シ ロ ンがは･ き り 分かっている も の と 、
分から ない も の と 、 診察 した も のの所見はあ るんですけれども 、 それだけでステー

シ ョ ンゼロ がいけない と い う こ と は、 私たちの事例か らは言えない と る沈思 う んです

けれども 。 ま あ 、 見直 してほ しい と い う 。

○池ノ 上委員長 ち ょ っ と その具体的なステー ト メ ン ト は何ページでしたか。

○上田理事 9 ページですれ 下か ら 4行 目 です。
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○池ノ 上委員長 はい。 分か り ま した。 箕浦委員がおっ しゃ っ たのは、 9 ページの

(3) の と こ ろですれ

0箕浦委員 そ う です。 その辺で、 ガイ ドライ ンは 0 になっ ている ので、 私はこれ

までの色々 な相談を受けた例 と かを見てみる と 、 0 で吸引 を始めて ぐちゃ ぐちゃに

なっ たケースが結構ある と思 う んです。

○池ノ 上委員長 こ こでは、 原因分析の報告の中に、 十 2 で吸引 したけれども不成

功に終わって予後不良だった と い う のが含まれている と い う のを (3) で述べた と い

う こ と を こ意義がある と い う 、 先生のおっ しゃ っている のはそ う い う こ と ですね

○箕浦委員 そ う なんです。 今のガイ ドライ ンは、 ステーシ ョ ン 0 でも推奨度B で

いいん じゃ ないかと い う こ と になっているんですが、 それはかな り 危険かな と い う

のが私の考えです。

○池ノ 上委員長 僕も 、 こ のガイ ド ライ ンの これ、 吸引 を行って出なければ鉗子か

帝切 と い う と こ ろ も ある んですよね。 それは、 先生、 いかがですか。 さ っ きおっ し

ゃ っ たのは、 吸引 も鉗子も適応は一緒だ と い う こ と み こな る と 、 吸引 を ト ライ して、

それで出ないか ら 、 じや あ次は鉗子で と い う チ ョ イ ス にはな ら ないよ う に思 う んで

すが。

○箕浦委員 そ う ですれ 今の大体の産科の傾向を見てお り ます と 、 吸引 をやる先

生は吸引 しかや ら ない し、 鉗子の先生は鉗子 しかや らないので、 いずれに して も吸

引で出なければカイ ザー と い う ふ う に。

ただ、 私、 色々 な裁判になったケース と か相談を受けたのを見てみる と 、 吸引 と

い う のは次は出 る かな と思って次々 とやって しま う と い う と こ ろがある よ う な気が

してお り ますので。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ 実際はそ う ですれ

○箕浦委員 吸引でこ の20分ルールと か 5 回ルールをちゃん と守っ て帝切にする と

い う のが大事ではないか と 、 私は思います。
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○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。

○石渡委員長代理 吸引の要約の と こ ろで、 今、 S p 土 0 、 こ こ は一応吸引の適応

と入っていますけれども 、 --般的にはこれで私はよ ろ しいん じゃ ないから思 う んで

すれ 問題は、 大事な と こ ろは、 その吸引分娩をやって、 その結果と してス ムーズ

に出ないよ う な と き に 、 どの時点で帝王切開に切 り 換え る か、 あ る いは鉗子に切 り

換えるか、 その と き の判断が大事であって、 やは り S p ± 0 と い う 、 そ う い う こ と

は 1 つのポイ ン ト と してはやは り 書いてあっ て もいいんじゃないかと思 う んですね。

それを見直す必要があ るのかど う か、 そ こ はち ょ っ と 疑問に感じる んですけれど も 。

○藤森委員 非常に難しい話で、 それは吸引の適応に も よ り ます し 、 それか ら 、 初

産 ･ 経箋牽の別でも 、 やっぱ り ち ょ っ と違 う と思 う んですれ 確かに、 吸引 している

と次には出るん じゃないか、 滑脱 して も次には出るん じゃないかと言って、 引 き続

けて しま う と い う の も よ く 分か り ます し 、 そ う する と 、 帝王切開する までは、 それ

よ り はそれでク リ ステ レルを併用 して出る ほ う が児に と っ てはいいん じゃないか と

思って しま う と い う の も 、 僕も それも よ く 分か り ます し 、 僕もそ う い う のを私的鑑

定と かで回ってきて見た こ と も あ り ます。

ですか ら 、 そのステーシ ョ ン 0 と か十 2 で全て統一する と い う のにち ょ っ と 無理

があるのであって 、 微弱陣痛なのか、 回旋異常はないのか と か、 そ う い う 初産 ･ 経

産が ど う なのか と い う こ と を こ よ っ て も 、 ち ょ っ と 一概には言えない よ う な気が して 、

心音が遷延一過性徐脈になったから と言って引 く 場合と 、 微弱陣痛だ と か妊婦が疲

れていて引 く 場合 と か、 やっぱ り ち ょ っ と違 う よ う な気が して、 一概に 0 と 十 2 と

十 1 と い う ふ う にはなかなか決め られないよ う な気がするんですけれど も。

○箕浦委員 私も今の ご意見には賛成です。 も う 少 し何 と言 う か、 0 だから何でも

いい と い う のではな く て。

○藤森委員 僕もそ う い う 意味です。

○箕浦委員 弾力的に行き ま し ょ う と い う こ と ですれ
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○石渡委員長代理 も ち ろん、 その状況によ っ て引 く わけですけれども 、 少な く と

も S p 士 0 よ り も高い位置か ら 引 く と い う こ と 々 こついては反対ですけれども 、 S p

± 0 か ら 引 く と い う のは、 その状況を判断して、 私はそれはいいん じゃないか と い

う ふ う に思っ ています。

問題は、 引いた後の経過が ど う な るか と い う こ と が大事であって、 それはいつで

も鉗子分娩、 あ る いは帝王切開に切 り 換える よ う なダブルセ ッ ト ア ッ プしてやって

い く と い う こ と が重要であるん じゃないかと思 う んですね。

○池ノ 上委員長 他にご発言はいかがですか。

○藤森委員 石渡委員長代理がおっ しゃ る よ う に 、 やは り 人を集めておいてちゃん

と 吸引する と 。 僕 も吸引 の後に鉗子 と い う わけ じゃな く て 、 吸引で出ない と き には

帝王切開になる と い う 例のほ う が多いと思 う んですけれども 、 吸引の と き には原則

A C O Gなんかもカイ ザーでき る よ う な体制で引 き な さ い と い う のが一般的だと思

う んですけれども。 だか ら 、 人を集めて、 ちゃん と それな り の体制で吸引分娩する

と い う ふ う な こ と も大切だ と思います。

○川端委員 ガイ ドライ ンを読みますと 、 ｢児頭が嵌入 (ステーシ ョ ン 0 ) してい

る ｣ と い う 条件が書いてあ り ま して、 これは嵌入ですか ら 、 ステーシ ョ ン 0 よ り も

骨盤に入っ てい る状態の場合にやっ て も よい と い う か、 そ う い う 表現だと思います。

ですか ら 、 これよ り も高い と こ ろにいる場合にはやってはいけないよ と い う こ と を

これは言っている と い う ふ う に私は読みますけれども 、 も し 、 何で した ら 、 ステー

シ ョ ン 0 よ り も嵌入 してい るんですか ら 、 よ り プラ ス の状態で行 う べき である と か、

ち ょ っ と表現方法を変えて、 0 になった ら 引 き な さい と い う 意味ではない と い う こ

と を明確に したほ う がいいのではないか と思います。

私、 ガイ ドライ ンのほ う に関与 していますので、 今の ご意見を持っていって 、 ち

ょ っ と表現方法を も う 一度考えて下 さい と言いたい と思います。

○箕浦委員 結局、 事例の集積かな と思います。 ずっ と言われてい る よ 効こですね。
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記載がない と事例は集積でき ないんですが、 ステーシ ョ ンい く らで引いて ど う なっ

たかとい う よ う な 、 やっ ぱ り 集積が これから大事になる と思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ これは予後不良例 しか出て こないんですけれども 、

予後良女難列 と い う のはなかなか と ら え られないので、 そ こ がまた苦しい と こ ろなん

ですが、 しか し 、 そ う い う 部分がかな り 出て く る と い う こ と は、 やっ ぱ り ど こ かに

問題がある。

それ と 、 これはやっ ぱ り 個人の技術だと か、 その患者さんの背景だと か、 色々 な

状況が多岐に絡ま って く る ので、 なかなか難しい。 だか ら 、 さ っ きか ら議論が出て

いますよ う に 、 ガイ ドライ ンの数値でき ちっ と は、 と て も決め られない問題だ と 。

そ う いった と こ ろ も ジャ ッ ジ と い う も のの奥深さ と いいますかね、 お産に携わる人

間の判定 と い う のが 、 数値はあ く ま で数値的な基準であって、 それにプラス色々 な

も のが関わって く る と い う と こ ろが こ こ にはない と 、 実質的な運用にはな ら ない。

恐 ら く 、 余計な、 不必要な予後不良例を産み出 して しま う 可能性が出て く る よ う な 、

何かそ う い う 気が して 、 これをずっ と読んでいたんですけれども。

ですか ら 、 ガイ ドライ ンはも ち ろん重要ですか ら 、 ガイ ドライ ン と い う こ と 隣頭

に置いてやる と い う こ と は非常に重要なんですけれども 、 それのみでいいかと言 う

と 、 非常にそ う ではない と い う と こ ろ を強調 しない と いけない と思います。

0勝不･矮\員 こ の資料なんですけれども 、 吸引分娩についてで、 1 が原因報告書の

取 り ま と めで、 2 が現況で、 3 がな く て 、 4 が 、 つま り こ の再発防止委員会のオ リ

ジナル。 これが 3 でいいんですれ 3 が再発防止委員会の、 つま り こ こ のオ リ ジナ

ルで し ょ う ね。 1 、 2 がま と めで、 3 がオ リ ジナルですよね。

先生方の議論にお任せする しかないんですけれども 、 一応、 ま と めの中で、 5 ペ

ージの一番下の と こ ろで、 原因分析報告書の中には、 こ のステーシ ョ ンのガイ ドラ

イ ンについて検討して も ら ったほ う がいいん じゃないかと書いてあった と い う こ と

なのですか ら 、 原因分析の報告書には、 再発防止委員会への要望と い う 項 目 はない
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と は思 う んですけれども 、 やっぱ り ち ょ っ と こ う い う ふ う “ こ あった場合に、 ただそ

れを 自分たちの こ の再発防止委員会のオ リ ジナルの文面でもそのま ま写しているだ

けみたい よ 睨ま、 やっぱ り せっか く こ の よ う みこ先生方が集ま っ て議論の場があるん

ですか ら 、 こ こでガイ ド ライ ンを決め る と い う こ と ではも ちろんない と思いますけ

れども 、 ガイ ド ライ ンをやっぱ り こ こで検討してほ しい と い う ふ う に 、 文章を 1 つ

の事例、 い く つかの事例か ら 、 ち ょ っ と総合的に見て吸引分娩の問題が多いのであ

れば、 改めてガイ ドライ ンも 、 表現方法の問題と い う 川端委員の話も あ り ま したけ

れども 、 と い う ふ う な形 と い う の も取 り 得る と い う か、 そ う い う 方向でやれる な ら

やって頂けた ら あ り がたいな と思います。

○上田理事 これは 1 つの案です。 今 囲ま貴重なご意見を頂き ま した。 今、 勝村委

員か ら の ご指摘、 その通 り ですので、 今 日 の議論を踏ま えて整理したいと思います。

0勝ホ･矮≦員 ご苦労やご負担ばか り おかけするかも しれないので恐縮ですが 、 こ の

横長のA 3 の資料 1 がある じゃ ないですか。 これに先ほ どのステーシ ョ ンがい く ら

か と い う のをパー ッ と 書き込むこ と は可能なんですか。

○上田理事 いや、 資料にある通 り です。 吸引開始時 S p 、 これです。

○勝村委員 あ、 そ う か、 そ う か。

それ と も う 1 つ 、 少 し距離は離れているかも しれないけ ど、 僕は個人的に ク ロ ス

集計を見たいと思 う のは、 吸引 も してク リ ステ レルも していて、 で、 結果が悪い と

い う 事例も僕も本当にた く さ ん、 こ の以前に出たのを見ますけれども 、 やっ ぱ り そ

れが子宮収縮剤も 、 何でも あ り みたいなの もかな り 多 く 、 人工的な介入を全部やっ

ているみたいな、 今 朝ま非公開だか ら言っ ちゃ う と 、 むちゃ く ちゃ しているみたい

に僕 らが思 う のが多いんですけれども 、 こ こ ね こ子宮収縮剤が ど う か と い う のは、 教

えて も ら う こ 割ま可能ですか。 全例。 も し、 すぐな ら ば、 ち ょ っ と 言っ ていて も ら

って も 。 お願いできた ら と 。

○池ノ 上委員長 分か り ますか。 こ の娩出の と き に 、 吸引 した と き に使っている と
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い う 。 途中で使ったの も含めて しか分か らないん じゃないですか。 ですよね。

0勝ネ･援孚員 最初か ら使っている 。

○川端委員 現場の人間 と しては、 吸引分娩をする よ う な状況では、 陣痛が弱い と

い う ふ う みこ大体判断する場合が多 く て 、 吸引分娩をする前に、 直前でも鷺商を始め

るのが普通ではないか と い う ふ 効こ私は感じます。

○池ノ 上委員長 でも 、 それは現実に ど う使われているかと 。 今、 川端委員がおっ

しゃ った よ う る こ 、 さ あ 、 これか らいよい よ吸引で娩出するぞ と頑張った と き に 、 子

宮収縮"剤 も投与する と い う の も 当然あ る と思いますし、 そ う い う こ と も含めて。

○勝村委員 はい。 そ う です。 池ノ 上委員長にま と めて頂いた通 り ですけれど も 、

本当 の関心･は、 陣痛促進 じゃな く て陣痛誘発を している事例が、 最初か ら陣痛誘発

を無理に していて、 最後まで吸引で無理に引 っ ぱって ク リ ステ レルで無理に押 して

いるみたいな事例に対して少し ど う かな と僕 ら は思 う んですけれども 、 そ こ の区別

も も しつ く な らば教えて頂きたいんですけれども。

○池ノ 上委員長 も う ち ょ っ と それは時間をかけて、 き ち っ と ど こ で ど う 使ったか、

正確に して頂いたほ う が。

○事務局 (森脇) 一律的に出る のは、 この事例でオキシ ト シンを使った力澁吏わな

かったか と い う数件です。 その周 り の状況を判断した も の と い う のは、 すぐには出

ません。

○池ノ 上委員長 それでは、 次までに して頂 く と い う こ と で。

○藤森委員 今の表で、 僕の興味と い う か、 途中の事例のそれぞれの分析の と こ ろ

に も書いてあ るんですけれども 、 吸引 を開始 してか らやめて帝王切開が決ま って分

娩している例の中で、 どれ く らい時間がかかってか ら娩出 されているか と 。 提言の

中に、 急速遂娩と決めた と き に吸引分娩、 引 き始めた と き か ら急遂分娩であって 、

それをちゃん と考えてやったほ う がいいですよ と書いてあ る も のも あ るんですけれ

ども 、 読む と 。 吸引分娩を始めてか ら児の娩出までどれ く らい時間がかかってい る
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のか。 あ と 、 帝王切開が決定してか ら児娩出まで どれ く らいかかっている のか。 そ

れは帝王切開の例でいいと思 う んですけれども 。

それか ら 、 も う 1 つ 、 すみません、 僕の興味 と い う か、 その帝王切開が決定して

から胎内蘇生、 つま り 赤ちゃんにス ト レス を与えないよ う & こ 、 例えば5酸素をやる と

か、 子宮収縮抑制剤を投与 した と か、 補液を1 , 00oc c2 0分 と か30分で入れた と かで

すね、 そ う い う 努力を したかど う か。 努力 と言っ ていいのか ど う か分か ら ないです

けれども 、 そ う い う ふ う なこ と をやったかど う か と い う のを 、 ち ょ っ と 。

やっている の も ある んですよ ヌ為 読む と 。 子宮収縮抑制剤はテルブタ リ ンなんか

入れている のがあった り したんですよね。 だから 、 やっ ていて も と い う か、 そ う い

う 努力を して も脳↑螂麻痺になって、 努力 を している のか していないのかとい う のを

ち ょ っ と 。 書いてある も の も 、 書いていない も のは全てやっていないのかど う か と

い う のを 、 ち ょ っ と知 り たいな と思ったんですけれども 。

○池ノ 上委員長 それはよ ろ しいですか。 それでは、 今の藤森委員の。

○事務局 (森脇) 次回まででよ ろ しいですか。

○藤森委員 全然、 今 日 、 知 り たい と い う わけ じゃな く て。

○事務局 (森脇) 先生か ら ご質問頂いた ものについては、 対応でき る と思います。

○藤森委員 それって、 例えば色々 な論文を読んで、 いわゆる 30分ルールと か、 そ

んなエビデンス と かはっ き り した も のがある わけ じゃ ないですけれども 、 そ う い う

いわゆる何と かルールと言われてい る よ う な 、 その帝王切開を決めて出すまでの と

い う よ う な こ と で、 それが本当に どれ く らい胎児の予後を改善するのに役立ってい

るのかと い う こ と の検証になる と思 う んですけれども 、 いかがで し ょ う か。

○池ノ 上委員長 はい。 あ り が と う ございます。 では、 よ ろ し く お願い します。

それか ら 、 帽状腱月莫下血腫について、 吸引その ものの手技についてはあま り 問題

なかったけれど も 、 出生後の新生児がシ ョ ッ ク になっ ちゃ っ て、 原因は幅状腱膜下
　

車だった と い っ のが囮田圃ですか、 あ る んですけれども 、 これをち ょ っ と ご議論
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頂ければと思 う んですが。

○川端委員 私も ち ょ っ と気になっていた と こ ろで、 手技に関 しますけれど も 、 吸

引圧が ど こ に も書いていないですね。 ですか ら 、 何 ミ リ の強 さでス ター ト して 、 最

大 どこ まで上がって、 で、 出 した と い う よ う な 、 そ こ が知 り たいので、 最大の吸引

圧だけでいい と思いますけれども 、 も し分か り ま した ら 。

○石渡委員長代理 吸引圧も大事なんですけれども 、 何回滑脱したか、 それも重要

な こ と だと思います。

それか ら も う 1 つ、 巾冒状睫膜下血腫は分娩時にはなかなか分か り " こ く い こ と も あ

っ て、 その後、 バー ッ と症状が出て く る わけで、 田村委員、 注意深 く 観察していれ

ば幅状腱膜下血腫と い う のは早い時期に見つかる も のなんですか。

○ 田村委員 帽状腱膜下血腫だけに限定して と い う こ と は分か り ませんけれど も 、

基本的にそれで出血を していれば、 心拍数と かそ う い う も の をモニター していれば

ト レン ドで分かるだろ う と思いますけれども 。 あ る程劉度症状が出る までには、 結構

赤ちゃんでも大量出血しない と症状が出ないこ と があ り ますので、 その辺はモニタ

ーを どれだけき ちん と しているか と い う こ と と 、 どれだけ頻回に赤ちゃんを観察し

ているかと い う こ と に関わる と思います。

○池ノ 上委員長 吸引分娩後の児の観察は注意深く と い う のは、 当然の こ と と して

受け止め る と い う こ と になるんで し ょ う 戈為

それから も う 1 つ、 これは私 自身が先生方にお聞き したいんですけれども 、 吸引

分娩 と鉗子分娩は適応は一緒ではないか と私自身は思ってい るんですけれど も 、 出

口部で使 う と 。 こ のステー ト メ ン ト の 中に 、 ガイ ドライ ンも あるんですけれども 、

吸引 を試みて出ない と き は鉗子でさ ら にやる と い う よ う な考え方と い う のはあ り 得

るんで し ょ う か。 と い う こ と をち ょ っ と お聞き したい と思います。

私 自身は常 日 ごろあんま り 鉗子をやっていないので、 吸引でだめだった ら も う 出

ないだろ う と い う ふ う に思っていて、 だか ら 、 鉗子をやる と き も吸引 をやる と き も
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大体同 じ気持ちでやっている と い う のは事実なんですけれども 、 こ のステー ト メ ン

ト か らい く と 、 まず吸引 をやってだめだった ら鉗子 と い う 、 そ う い う 時系列的なチ

ョ イ ス と い う のがある得るかな と 。 かつてはあった と思 う んです。 大昔は。 最近の

産科ではど う だろ う か と い う のは、 何か先生方の ご意見はございますか。

○川端委員 ち ょ っ とずれそ う な気がするんですけれども 、 吸引分娩のほ う が 、 こ

れはあ く まで私だけの話かも しれませんが、 高い位置か ら下降させる こ と ができ る

と い う ふ う に 、 ですか ら娩出まで行かな く て も降ろせる と い う 、 それがメ リ ッ ト で

ある と 、 何か聞いています。 私はあま り 吸引 をや ら ないんですが、 ど う で し ょ う か。

○石渡委員長代理 私は吸引で、 鉗子は見たこ と がない。 私は昭和46年卒なんだけ

れども 、 その と き にはすでに慶應大学には鉗子はなかったです。 大学の本院には。

それで、 吸引分娩の 目 的は、 今、 言った高い と こ ろか ら 下げる と い う の と 、 も う 1

つは回旋を改善する と い う 、 そ う い う 2 つの メ リ ッ ト があ る と思 う んですけれど も 、

ただ、 吸引が う ま く いかな く てあ る程度下がった と こ ろで鉗子に切 り 換える と い う

こ と については、 私は経験も ないので、 慶應では と にか く 吸引で出ない場合には帝

王切開、 こ う い う よ う な流れに もなっ ていますので、 ち ょ っ と鉗子についてはコ メ

ン ト ができ ません。

○藤森委員 僕も 、 今、 鉗子分娩 と い う のは一切指導は していな く て 、 私 自身も入

局 した と き に数例 しかあ り ません。 実際に引いた こ と は 2 回 ぐ らい しかあ り ません。

私の上司は、 吸引 と い う のは引 っ ぱっ てき た と き にだめな ら滑脱する と 、 なのでそ

こで帝王切開を決める と 。 鉗子は出ない、 通常は出ないも の と い う 言い方は変なん

ですけれども 、 も う 出す可能性は十分ある と 。 なので、 児の損傷があ り 得るかも し

れない と い う こ と で、 僕は吸引で出な ければ帝王切開 しな さい と い う ふ う に教え ら

れてき ま した し 、 今もそ う い う ふ う に教えています。

ただ、 僕 自 身もそんな と い う か、 自 分で引いた こ と と い う のは本当に一緒につい

て も ら っ て 2 回 ぐ らい しかな く て 、 はっ き り ど う なのか と い う こ と は僕 自身も分か

22



り ません し、 今、 私の福島医大では鉗子の指導 と い う のは していません。

○池ノ 上委員長 ですか ら 、 そ こ の コ ン ビネーシ ョ ンを上手に使 う と い う 考え方は

あま り ないよ う に思 う んですよれ

○藤森委員 ただ、 吸引分娩して 、 鉗子を よ く やっ ていた先生が、 出 る のは何度か

見た こ と はあ り ます。

○池ノ 上委員長 ああ、 そ う ですか。 そ う い う 方も い ら っ しゃいますか。

○藤森委員 ち ょ っ と教育施設によ って鉗子をやっていた と こ ろ も あっ て 、 僕の先

輩で、 吸引でだめで鉗子で出 したのは数例見たこ と はあ り ますけれども 、 移豹テする

と い う こ と でですれ 実は、 その先生は吸引 を して鉗子もかけているんですけれど

も 、 それは何回か見た こ と はあ り ますけれども 、 その程度です。

○池ノ 上委員長 その先生 と しては、 吸引 をやってだめだった ら鉗子 と い う ロ ジッ

ク はあ るわけですれ

0藤森委員 そ う です九 そ う い う のは成 り 立っ ている人もいる よ う です。

○池ノ 上委員長 しか し、 これはまだなかなかそ う い う き ちっ と したス タテ イ ステ

ィ ツ ク ス に基づいたも のではないんですれ

0勝本･矮き員 素人の感想ですけれども 、 僕も何十年と色々 な産科の先生 と お話し し

てき て、 他にも あ るんですけれど も 、 吸引 と鉗子も本当に学閥みたいな、 吸引 を し

ている人は鉗子の危険性を強 く 言 う し 、 鉗子を している人は鉗子のほ う が安全で吸

引 は、 と い う 、 本当 に僕 ら も色々 な先生がいる の を 、 よ り よいお産についてま と め

たい と思って色々話を しているんですけれども 、 そ こ はすご く 割れている 、 何がい

いのか、 分娩監視装置のセンチメ ー トルもそ う かも しれないですけれども 、 機械 自

体が大学によ って違 う と か、 色々お聞き しますけれども 、 今、 池ノ 上委員長が気に

されている 108ページのガイ ドライ ンなんかのその記述ですよれ 吸引がだめだっ

た ら鉗子または帝王切開 しな さい と い う よ う な。

○池ノ 上委員長 ガイ ドライ ンのほ う は 、 ま あ 、 いいんですけれども 、 こ の再発防

23



止委員会の。

○勝村委員 ガイ ドライ ンにはそ う 書いてあ るか らですよね。 僕の よ う な素人が入

る話 じゃ ないかと思いますけれども 、 やっぱ り 改めて皆 さ ん、 先生方のご経験も踏

ま えつつ、 こ こ の再発防止委員会に実際に出てきている事例を基にやっ ぱ り ど う あ

るべきか と い う こ と で、 ガイ ドライ ンについて も本当に議論を して も ら えた らいい

ん じゃないかな と思います。 それか ら 、 すみません、 こ のガイ ドライ ン、 素人の質

問なんですけれども 、 色々 な過去の古い文書を読んでいる と 、 適応 と要約 と い う 言

葉がすご く 使われていて、 その意味がわかり やすいな と思っていたのですが、 これ、

要約が載っているんですけれども 、 絶対に守 らなき やいけないみたいな感じで、 適

応 と い う のが、 吸引 も鉗子も 同 じではないか と い う 池ノ 上委員長のお話ですよね、

今為 適応は、 こ のガイ ドライ ンでは、 どこ が適応にな るんですか。

ああ 、 そ う か。 答えの最初の大き な 3 番、 これがまず適応なんですよ えな ああ、

そ う か。 分か り ま した。 すみません。

○箕浦委員 ち ょ っ と話が出ま したので、 昔の話をち ょ っ と 参考までに します と 、

川端委員も覚えてい ら っ しゃ る と思 う んですが、 我々 、 入っ た こ ろは、 東原大学も

鉗子 と 吸引 と 半々 ぐ らいやっていたんですけれども 、 その後、 急訣速に鉗子になった

き っかけは、 神戸かど こかの新生児学会カメ可かで、 当事の坂元教授が教育講演カイ可

か頼まれて、 その と き教室の色々 なデータ を集めて 、 吸引 と鉗子の差を出す と い う

こ と で、 何回の陣痛で生まれたかと い う 統計を実は取った こ と があるんです。 鉗子

は 1 . ち ょ っ と ぐ らいで、 要する に次の陣痛でほ と ん ど出 るわけですれ 吸引の場

合は 2 と か 3 と い う 数字になっ ちや っ た も のですか ら 、 それで、 急速東遂娩 と い う 意

味では吸引は本来違 う のではないか と い う こ と し こなって 、 それから急急速に鉗子にな

った と い う いき さつが昔あ り ま した。 ずいぶん昔の話です。 川端委員、 覚えてい ら

っ しゃ る と思 う んですが。

○川端委員 私は覚えていないんですが 、 私が教育を受けた と 割ま 、 鉗子分娩がで
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きれば、 吸引分娩はでき ますと 。 ただ、 方向 と か力 と かが重要であ る と い う こ と で

すね。 しか し、 逆はでき ない と 。 吸引 をやれても は鉗子はでき ない と い う こ と で、

まずは鉗子分娩をみんな習いま した。 あ と は、 外へ出た と き は、 みんな好き にやっ

て下 さい と い う 、 そ う い う こ と で習いま した。

○池ノ 上委員長 僕は昭和40年代の後半ですけれども 、 日 本で吸引分娩でまず教育

を受けて、 そ してアメ リ カの分娩室に行った ら 、 みんな鉗子をやっているんです。

吸引なんてあんな危ないも のは と んでも ない と 、 ア メ リ カ の レジデン ト たちはみん

な言っているんですよ 。 ですか ら 、 どち らが リ ス ク がある かと い う のは、 やっ ぱ り

先ほ どおっ しゃった適応 と要約 と か、 それか ら技術と か、 恐 ら く 、 そ う いっ た こ と

のほ う が よ り 影響する のであって、 鉗子がいい と か吸引がいい と か と い う こ と はあ

んま り ないのかな と僕は思っていたんです。 でも 、 今、 先生おっ しゃ っ た、 坂元先

生が出 されたそ う い う 一定のデータがあ るんだった ら 、 それは我々 にも う 一遍見せ

て頂いて 、 こ こ で議論をする資料にはな るんだら思います。 また 、 箕浦委員か らそ

れを頂いて。

○藤森委員 ちなみに、 今回の中で、 吸引分娩か ら鉗子に移行した と い う のはあ る

んですか。 ないんです長息 僕も見たこ と がないです。

○勝村委員 その争いに僕は入れない し、 入るつ も り も ないんですけれども 、 十数

年前ですけれども 、 我妻尭先生が も のすご く た く さ んの裁判の鑑定を されていて、

それをま と め られたあ と の講演みたいなのを聞かせて も ら っ た と 割こ 、 彼なんかの

歴史観では、 やっ ぱ り 吸引分娩が 日本に入ってきてか ら事故が増えた と い う よ う な

感じの こ と を言ってお られた と 思います。 やっぱ り そ う い う ふ う に見えてい る人も

お られて、 現に彼の鑑定の中では吸引分娩でひどい事故があった と い う こ と がその

時点でおっ しゃ っていて 、 それか ら多分汁年以上たっていて、 今、 やっぱ り 吸引分

娩の問題が出てき ていて、 鉗子のほ う の問題が出てき たわけ じゃな く て吸引分娩が

出てきている と い う こ と なので、 そのや り 方がずさんだ と い う こ と なんだ と 思いま
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すけれども 、 薬な どの場合 と 同 じで、 やっ ぱ り ずっ と言われている こ と る こついては、

何 ら かの形でこ の問題に一定の終止符を打て る よ う る こぜひお願い したい と思います。

今回、 鉗子分娩では こ う い う 事例はなかっ たのですか。 鉗子分娩の事故 と い う か、

こ の脳↑塑琳痺になった事例で鉗子分娩だった と い う のは。

0事務局 (競お'件“中で鉗子分娩をも‘い･事例は、 ま綱事伊れかない
ので、 また今後のテーマになる こ と はある と思います。

○魚冨澤委員 私も臨床の こ と は分か ら ないので、 ト ンチンカ ンなこ と を言った ら 申

し訳あ り ません。

今回作って頂いたA 4 の資料を見て も ｢不明｣ と い う と こ ろがいっぱいある んで

すれ ど う なっ ている のかよ く 分か ら ないなかで色々 な議論が されてきているんだ

な と い う こ と を 、 改めて感 じています。

今、 こ こ の議論でも 、 先生方か ら ｢ こ う いっ た と こ ろ をつかみたい｣ ｢ こ う い う

と こ ろが分かっている と も っ と 分かる ｣ と い う お話が出てきています。 それが本来

書く べき こ と が書かれていないか ら分か ら ないのか、 そ う い う こ と を これか ら新た

に書 く よ う にする と分かってい く よ う になる のかが分か らないのですけれど、 これ

か ら こ の委員会に集まって く る事例 と い う のは、 今は調べていないけれどもやる気

になれば調べる こ と ができ るかも しれない と い う 意味で、 と て も貴重なチャ ンスに

なる と思 う んですれ 確かに集ま る事例は予後不良事例であ る と い う こ と にはな り

ますけれど、 ぜひこ こ で出ている皆 さ んの議論を現場の事例か ら数字と して集め る

こ と ができ る よ う な仕組みに落と し込んで頂 く 。 これは、 多分、 後半の記録の議論

と も重なって く る と思 う のですが 、 ぜひこれからの検討のために使え る よ う な仕組

みして頂きたい と 思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 今、 魚品澤委員が言われた、 ま 割こ次の議

論にそれは絡んでいる こ と で して 、 不明 と い う 中には記載がない と か、 そ う い う 記

録が残っていない と い う と こ ろで、 原因分析委員会も ど う し よ う も ない と い う の も
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かな り 入っているん じゃ ないか と 思います。

○勝村委員 ち ょ っ と僕が理解でき ないので申 し訳あ り ませんが質問ですけれど も 、

ステーシ ョ ンの と こ ろで、 あ る事例で、 原因分析の報告書で 0 と なっ ている の をち

ょ っ と検討したほ う がいいん じゃ ないか と 書いてある事例があったんです黄熟 で、

｢ 十 2 cmでも不成功に終わる事例も あ る こ と か ら ｣ の意味が、 だか ら 0 よ り も 、 こ

の事例の こ の分析を している人たちは、 0 よ り も数字を十側に したほ う がいいん じ

ゃ ないか と い う 意味だ と い う 理解でいいんですか。 そ こ が ど う い う 意図なのかだけ、

ち ょ っ と “確認 したい と思います。

○池ノ 上委員長 原因分析委員会の書きぶ り は ど う なんですか。 それは分か り ます

か。

○勝本･矮\員 これは何番なんですか。

○事務局 (森脇) 事例 1 の話で、 事例 1 の当該分析機関の検討すべき事項の と こ

ろ に記載してある も ので。

○勝村委員 ガイ ドライ ンの再検討を要望する と 書かれたのは、 事例い く つですか。

○池ノ 上委員長 事例 1 です。 事例 1 の 5 ページの吸引分娩の適応 と適位について

の上から 2番 目 の0の と こ ろで、 ｢ S P 十 2 cmよ り やや高い位置でも適応 と な る と

の考えが一般的 と されているが、 それについての検討を行 う こ と る こ関 し 、 ガイ ドラ

イ ンを分か り やすいも のに改訂する努力を望む｣ と い う こ と ですか ら 、 ステーシ ョ

ンについての検討を してほ しい と い う こ と を 、 原因分析委員会は言っているん じゃ

ないですかね

○勝ホ･矮≦員 これを 0 よ り も +側にするべき じゃ ないか と い う こ と ですか。

○池ノ 上委員長 いや、 十 2 でも こ んな こ と がある ので、 通常はこれでもいい と み

んな思ってい るんだけ ど、 そ う でも ないの もあ り ま した よ と い う ケースがあったの

で、 ステーシ ョ ンのみに こだわるのではない と い う こ と も言っ ている のかも しれな

い。 先ほ どか ら 、 先生方が言っている よ う にですれ 他の要素も恐 ら く 十分考慮し
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ない と いけないん じゃないですか と い う こ と を晴に言っているん じゃ ないか と 思い

ます。

○鮎澤委員 実は、 私も最初に これを読んだ と き 、 一体何を言っている のかが分か

らな く て 、 原因分析報告書に さ かのぼって ど こ に該当する のかを探 し出 して 、 ああ 、

こ う い う 流れの軸ここ の文章が入っていたのか と い う こ と を読んで、 よ う や く 分か

ったんですれ

確か･ 私“中で書き込んだ“がぁって 鬮島圈ぺ-ジだ ,思い.す。 これ。
ゃないかと思います。 私、 これだと思って読んでいたんですが。

o事務局 (郷) そ う です。 ぁ と 、 圏霊です。
○魚冨澤委員 書き方をち ょ っ と注意 しない と 、 こ の報告書を読んだだけでは、 ち ょ

っ と 分か り も こ く い と ,思いますので検討して頂ければと思います。 臨床の こ と が分か

ら ない人が読んだ と き に も でき るだけ分か り やすいよ う にあわせて検討していただ

ければ。

○池ノ 上委員長 少 し補足 した書き方を して頂いたほ う がいいかも しれませんね。

こ の再発防止委員会か ら のステー ト メ ン と してですれ

○上田理事 実は、 原因分析委員会で、 委員のご指摘のよ う な ご議論があ り ま した。

改善が必要である状況を記載して 、 その上で要望について書く こ と る こ しま した。 大

分その よ う に改善されてき ていますが 、 以前の報告書において分か り “ こ く い と こ ろ

があ り ます。 こ の委員会 と しての取 り ま と めに当たっ て、 その裁こついて分か り や

す く な る よ う に整理したい と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 それでは、 ひ と まず吸引分娩は、 今 日

は こ う い う ご議論 と い う か、 ご意見を頂いた と い う こ と で、 次に進ませて頂き ます。

それでは、 次は、 診療録等の記載不足についてであ り ます。 事務局のほ う か らお

願い致します。

○事務局 (森脇) ご説明致します。 資料 3 のほ う を ご覧下 さい。
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まず、 資料 3 についてご説明致します。 資料 3 につき ま しては、 こ の表は診療録

等“記載不足わい‘指摘された事例.避件ビざいれた0 そ“概要をお示し致 し
てお り ます。

今回、 こ の記載不足を取 り ま と める あた り ま して、 記載が不足 していた情報をい

く つかに分類して整理してお り ます。 分類の項 目 、 それか ら 内容につき ま しては、

次の資料4 と併せてご説明 させて頂き たい と思います。

表につき ま しては、 左から 2 列めの と こ ろ に分類を記載してお り ます。 隣の 3 列

目 る こ指摘された記載の不備 とい う こ と で、 どの よ う な内容の記録が不足 していたか

と い う こ と を書いてお り ます。 真ん中の と こ ろ にあ り ますのが、 診療録等への記録

に関する不足について 、 原因分析報告書の脳↑塑麻痺の原因や医学的評価で指摘され

ている と こ ろ を抜粋してき てお り ます。 最後の一番右の列には、 当該分娩機関が検

討すべき事項 と致しま して、 診療録記載について指摘されている 内容を記載してお

り ます。

それでは、 資料4 の ご説明を させて頂き ます。 資料4 を ご覧下さい。

ロ . 診療録等の記載不足についてでございます。

1 . 原因分析報告書の取 り ま と め

1 ) 分析対象事例の概況でございます。

公表致しま した58件の う ち 、 現在の と こ ろ診療録等に記載が不足 していた事例が

l件ございま した。 そ“ 中には適切な診療情報が伝わ→ていなあた事仰臥 も し く
は原因分析や医学的評価が十分に行えなかった事例が ございま した。 それにつき ま

してい く つか分類して分析を致してお り ます。

分類 した詳細の項 目 みこつき ま しては、 次のページを見なが ら ご説明 させて頂きた

い と思います。 2 ページ 目 を ご参照下 さい。

表 1 診療録等への記載不足の内容でございます。

診療録の記載不足につき ま して、 まず、 入院 と外来に分けてお り ます。 外来診療
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録につき ま しては、 表の分類 2 番副こ記載してございますが、 妊産婦に関する基本

情報、 それか ら女物帰経過記録について分けてお り ます。

その下に行って頂き ま して、 入院増診療録の内容でございます。 そ こ は分娩経過、

それか ら分娩記録、 新生児の記録、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト の記録とい う こ と

で、 記載不足の内容を分けて分析してお り ます。

真ん中の項 目 には、 具体的に どの よ う な記録が不足 していたかと い う こ と で、 な

るべ く イ メ ージ しやすいよ う な形で記載致してお り ます。 こ の中の分類が、 先ほ ど

の資料 3 の一番左か ら 2 列 目 の表の分類に合致形で作ってお り ますo

表を ご覧頂き ます と 、 一番多 く 指摘されていたのが、 入院癪珍療録の分女鯛怪過の と

こ ろ綱件でございま した。 そ“中でも胎児,鯛“縮“記載‘関%指摘.輻件
ございま したので、 お知 らせ致します。

なお、 こ の表を取 り ま と める に当た り ま しては、 本制度で原因分析 ･ 再発防止に

係る診療録及び助産録に関する記載項 目 と い う のを出 してお り ます。 それに従って

分類を致 してお り ま して 、 本制度が求めているその記載項 目 と 申 しますのは、 後ほ

どご説明致しますが、 資料の 9 ･ 1 0ページに一覧 と して載せてお り ます。

それでは、 3 ページに移 り ます。

3 ページ 目 か ら 、 2) 診療録等の記載不足によ り 適切な診療情報が伝わ らなかった

内容。 該当す･事例けが團件ございます“で、 そ“内容を記載致し,お り “す。
続き ま して 、 3 ) 診療録等の記載不足に よ り 原因分析および医学白犢平価が十分に行

えなかった内容で、 分娩経過に関する記載不足の指摘が多 く 、 その中でも分娩進行

です と か、 胎児′ L拍、 薬剤投与、 急速遂娩に関する記載不足が主に指摘されてお り

ま した。 こ の先も 、 先ほ どの分類に従って指摘 された内容を記載致してお り ます。

それが 4 ページまで続いてお り ます。

5 ページ 目 も 同様に、 新生児の記録、 イ ンフォーム ド ･ コ ンセ ン ト の記録と記載

致してお り ます。

30



6 ページ 目 か ら 、 5 ) 今後の産科医療向上のために分娩機関が検討すべき事項 と い

う こ と で、 先ほ ど と 同様に分類に従って検討すべき事項を記載致してお り ます。 そ

れが 7 ページまでございます。

原因分析報告書のほ う を見ます と 、 学会それか ら国に対する要望と い う のはござ

いませんで したので、 その 旨 も 7 ページに記載致してお り ます。

8 ページに移 り ます。 8 ページか ら は診療録につき ま して、 一般的な こ と でござ

いますが、 簡単にお示 し致してお り ます。

1 ) 診療録の記載について と い う こ と でございますが、 1 つ 目 の段落につき ま して

は、 診療録について定め られてい る 関連法親等について簡単に記載致してお り ます。

2 段落 目 ですが 、 本制度はこ う いったその関連法規を基に し、 専門家 と検討して

原因分析 ･ 再発防止に係る診療録 ･ 助産董緑の記載項 目 と い う も のを取 り ま と めて、

分娩機関にそれに したがった記録をお願い している と こ ろでございますので、 それ

を記載致してお り ます。

9 ~10ページ 目 は先ほ どの記載項 目 を抜粋致してお り ます。

1 1ページ 目 でございます。 1 1ページ 目 は関連法規を参考と して 3 つほ どお示し致

してお り ます。

1 2ページに移 り ます。 1 2ページが、 再発防止及び産科医療の質の向上に向けて を

取 り ま と めてお り ます。

まず、 1 ) の産科医療関係者に対する提言 と い う こ と で、 ①妊産婦に関する基本情

報、 女捗賤経過記録、 入院時の記録、 分娩経重畳、 分娩記録、 新生児の記録、 イ ンフ ォ

ーム ド ･ コ ンセ ン ト の内容等、 診療録や助産録等に必ず記載する と い う のをお示し

してお り ます。

2 つ 目 に 、 特に分娩経蚤過、 胎児心拍数陣痛図の評価、 診療行為、 診療行為に至っ

た判断やその所見を必ず記載する と い う こ と を書いてお り ます。

2)学会 ･ 職能団体に対する要望は、 産婦人科学会や医会、 それか ら助産師会に記
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録の必要性を周知 して頂 く こ と を 、 1 つ 目 、 2 つ 割こ記載致してお り ます。 以上で

ございます。

○池ノ 上委員長 ど う も あ り が と う ございま した。 先ほ どから少 し議論が出てお り

ますけれども 、 記載が不明確だった り 、 不十分だった り 、 なかっ た り する と い う こ

と か ら 、 原因分析委員会で脳◆堕麻痺 と の関連が検討でき ない と い う よ う な こ と も あ

っ た り して 、 こ の よ う なテーマを今回は取 り 上げさせて頂き ま した。

どなたかご発言はございませんで し ょ う か。

○勝村委員 厳しいこ と ばか り 言 う よ う な役回 り になって しま っているのか と 思 う

んですけれども 、 僕、 運営委員会だった と思 う んですけれども 、 準備委員会だった

かな、 改醐があった と い う こ と がはっ き り する の と 同等、 つま り 分析ができ ないほ

どのデータが不足 している と い う のは隠蔽に近 く 、 調整委員会にかける と い う か、

僕はそ う い う も のはき ち っ と厳しい態度で対応すべき だ とずっ と言ってき ている の

で、 こ の中で詳し く ど う い う 情報が特に抜け落ちがちかと い う こ と も ま と めて頂い

ているんですけれども 、 それ以前に原因分析や医学的評価が十分に行えなかった事

例があった と書かれているのに関 しては、 それは原因分析や医学的評価があま り に

も情報がないので行わなかった事例 と い う のは何例あった と い う よ う なかたちにな

る ので し ょ う か。

○池ノ 上委員長 原因分析不能例ですね、 不能事例 と い う も のの記載があるんです

か。

○事務局 (森脇) はい。 ち ょ っ と こ の表現が、 全 く 行えなかったわけではな く て 、

この熱こついては評価でき ない と い う よ う な書き方ですので、 その言葉が書いてあ

る事例を件数で挙げる と い う こ と は、 それは挙げる こ と はでき る んですけれども 、

全 く 原因分析ができ なかった と い う 事例は 1 事例も ないです。

ただ、 この 1 つ 1 つの行為について評価はでき ない と か、 そ う い う こ と はあ り ま

すけれ ど も 。
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○勝村委員 この資料の 2 ページ割こま と めて も ら っ ていますけれども 、 それぞれ

の分類の中で、 こ の事例に関 してはこれだけ複数重なっている と い う か、 こ こ だ と

大き く 何項 目 を こ分けている わけですか。 2 ページだった ら 1 0項 目 ぐ らいに分かれて

いる んですか。 その1 0項 目 の う ち 、 1 0分の 1 0 と か 9 と か 8 と か 7 で、 最高は どんな

事例があ るか。 突出 した も の と かがあった り する のか ど う か と い う のは ど う で し ょ

う か0

0事務局 (森脇) 1 つはその最高 と か と い う 、 こ の分類にする と 、 鋭こな る と 思

いますけれども 、 記録につき ま しては、 例えば色々 き ちん と書いてあって、 その部

分が抜けてない も のについては、 個別具体的に この事例の この こ と が記載していな

い と い う よ う な書き方になっていますが 、 全体的に色々抜けている も のについては、

と にか く 分娩経過を書き ま し ょ う と い う よ う な書き方になっていますので、 数が多

いか ら悪い事例 と い う ふ う な見方はでき ない と考えています。

○勝村委員 例えば、 子宮収縮衞割を使っていて分娩監視装置のグラ フが存在 してい

ない と か、 原因分析を している委員の人たちが 、 こんなのはひどい と い う ふ う じ こ思

っ た事例みたいな も の と か、 ど う い う ふ 引こ表現した らいいか分か ら ないんですけ

れども 、 ち ょ っ とやっ ぱ り い く つかひどい事例があったのか、 それと も冷静に見て

と き どき抜け落ちている のか、 そのあた り の印象は、 ど う なんで し よ う か。 僕は過

去の経験で、 こ の産科医療補償制度の原因分析が始ま る前か ら 、 記録の不備でひど

いな と い う のがあ り ま した。 そ う い う のはあるんですか。 ど う い う 聞き方 した らい

いカメ分か ら ないですけれども。

○池ノ 上委員長 例えば心拍数聴取が不十分 と い う 中に約 2 時間 ぐ ら い、 1 回 もそ

の心拍数の聴取の記録がない と か と い う のはあ り ま したね。 だか ら 、 そ う い う のは

こ の報告書に、 前回の報告書に出 していますけれども 、 そ う い う 抜け落ち方だら思

う んですれ

ただ、 不十分と い う 方、 イ ンフオーム ド ･ コ ンセ ン ト がちゃん と さ れていない と

33



か、 入院時の説明が されていない と か、 そ う い う と こ ろまで、 直接その原因を分析

する項 目 るこは当た ら ないんだけれども 、 本来やるべき であ る項 目 が書いていない と

い う と こ ろ も ピ ッ ク ア ッ プされている部分がある と 。

ですか ら 、 恐 ら く 、 今、 勝村委員のおっ しゃ っ てい る のは、 具体的に原因分析を

行 う には原因分析委員会が非常に困って しま っ た と い う よ う なのが どの く らいあ る

かと い う のは、 ち ょ っ と 見てみない と分か り “こ く いん じゃ ないですか。

○事務局 (森脇) 実際に例えばク リ ステ レルの こ の行為の こ の部分については評

価でき なかった と い う よ う な、 1 つの行為についての と い う のは、 何事例か と い う

件数はすぐに挙げ られます。

それか ら 、 今回、 こ のテーマを取 り 上げた理由につき ま しては、 最後に書いてい

ますけれども 、 こ う い う こ と を き ちん と 書き ま し ょ う と い う メ ッセージの中で書い

てお り ま して、 こ の中の事例が 、 こ の事例はひどい と い う 感覚を抽出するためのテ

ーマ と しては取 り ま と めていませんので、 なかなかそ こはち ょ っ と 出に く い と は思

いますが、 具体的に ど う い う 記載が抜けていたよ と い う よ う な こ と をお示 しする よ

う な形になっています。

○池ノ 上委員長 でも 、 さ っ き勝村委員がおっ しゃ っ ていた よ う に 、 当初の こ ろ出

てき た事例の中で、 例えばカルテが真っ 白だよ 、 真っ 白 けで何も書いていない と い

う よ う なのがあった ら ど う し よ う と 。 その と き は直ちに レスポンス して、 こ う い う

こ と があっ た らいけませんよ と い う のは出 しま し ょ う と い う よ う な話でずっ と流れ

てき ているんです。 幸いそ う い う のは今回はないんだと思 う んですけれども 、 先ほ

ど言われた よ う に 、 こ のポイ ン ト の こ の記載が こ こ に抜けている と い う よ う なのは

散見 されている。 だけ ど、 それは具体的に ど う い う 分布になっているかと い う こ と

については、 ち ょ っ と まだ しっか り した検討はできていない と い う こ と じゃ ないか

と私は思っていたんですけれども。

○石渡委員長代理 原因分析委員会の部会のほ う も 、 あま り に もず さんなカルテ、
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あま り る こ も診療録の記載がない事例、 あ る いは改窩も含めて、 それは調整委員会に

かけ る か ど う か と い う こ と を一応ディ ス カ ッ シ ョ ンするんですよね。 そ う い う 中で、

そ う い う 事例はなかった と い う 、 そ う い う こ と だ と 思います。

○上田理事 今、 石渡委員長代理がおっ しゃ られま した よ う に 、 これまで原因分析

委員会では不正記載について議論しています。 不正記載 と い う のは、 意図的に書き

換えた と か、 あ るいは意図的に記載していない と かが当てはま り ますが 、 そ う 疑わ

れた場合は、 原因分析委員会ではその疑いについて確認を行ってい く こ と と し 、 も

し確認されれば、 き ちん と指導する こ と と しています。 重大な過失が明 らかであ る

場合には調整委員会にかけますけれども 、 一方こ の不正記載に関 しては、 今、 申 し

上げま した よ う そ こ 、 原因分析委員会においてでき るだけ明 らかに し 、 その こ と がは

っ き り すれば、 それに対して指導する と い う こ と で進めてお り ます。

ただ、 その件について今までの と こ ろはございません と い う こ と であ り ます。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。

○魚認室委員 今回作って頂いた資料は、 ｢評価でき ない｣ と い う 言葉で- く く り に

して全部整理してお られる のですけれども 、 こ の ｢評価でき ない｣ には、 実は 2 つ

のカテゴ リ ー、 いわゆる書いてあ るべき こ と が書いていない と い う 、 分か り やす く

言えばずさ んな書き方を しているために評価でき ない と い う も の と 、 も う 1 つ、 書

く べき こ と は書いてあるのだけれど医学的な評価を してい く ためにはも う ち ょ っ と

突っ込んだ情報が欲しい、 それがないか ら評価でき ない と い う 、 こ の 2 つがある よ

う に思 う んですれ

原因分析報告書を読んでい く と 、 どち らの こ と を言っているのかが分かるんです

が 、 今回 、 こ の資料になってま と ま っ て しま う と 、 そのあた り が ｢言鮖面でき ない｣

と い う 言葉で- く く り になっ て しま っ ていて、 逆に混乱して しま う のではないか と 、

ち ょ っ と 気になっていますが、 臨床の先生方はいかがですか。

例えば、 事故調査委員会でカルテを見なが ら事故調査を しますけれども 、 そ こ か
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ら再発防止に向けての検討を してい く ためには、 ど う して も 当事者に ヒ ア リ ングを

した り しなければ分か ら ない と い う点が出てき ます為 その と き の ｢評価ができ な

い｣ と 、 書 く べき こ と が書いていないか ら ｢評価ができ ない｣ と は 、 区別 して整理

していかない と いけないのではないか と思います。

医学的な評価のために必要な新しい こ と があ る な らば、 これか ら こ の産科医療補

償制度に申請 される際にはそれ ら を記載して頂 く こ と をお願い した り する な ど、 次

のア ク シ ョ ンになっ てい く のではないかと思います。 そのあた り 臨床の先生方はご

覧にな られていかがでし ょ う か。

○池ノ 上委員長 今の鮎澤睾委員のご指摘について、 いかがでし ょ う か。

○石渡委員長代理 ま きこ 、 今、 指摘 されたよ う に 、 ｢評価できない｣ のは 2 つ意

味があ る と思 う んですね 記述がちゃん と していないか ら評価でき ない場合と 、 実

際データ と して不足 しているので評価でき ない場合 と 、 それは両方と も ある と思い

ます。

これか ら 、 色々原因分析あるいは言鮖価のほ う が進んでい く と 、 例えばこ う い う 疾

患についてはこ う い う データ をそろ える と よ り 評価が しやすい と か、 そ う い う こ と

について も今後分かってい く のではないかと思 う んですね。 記述されていないため

に評価でき ない と い う こ と る こついては、 記述する よ う に指導してい く べき だと思い

ます。

魚冨澤委員ご指摘の よ 効こ 、 2 通 り あ る んです。

○魚冨澤委員 記述されていないこ と について も 、 予後不良の こ と を想定 しない中で

診療 していた らそんな と こ ろまでは書かない と い う こ と も あ る と思います。 予後不

良になって しま っ て振 り 返って分析するためにはそ う い う こ と も必要になって く る

けれ ど、 それを最初か ら全部書いておき な さ い と い う のは、 私は過度な要求だと思

っています。 そのあた り も ちゃん と 分かる よ う な書き方を していかない と いけない。

何でもかんでも言鮖価でき ないも のについては評価でき る よ う に書いておいて下さい
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ね と い う 書き方になって しまわない よ う も こ注意 しておかなければいけないな と思い

ます。

○藤森委員 確かにその通 り で、 実際、 カルテを書 く と き と い う のは、 例えば吸引

分娩する と き も 、 吸引分娩 しなが ら書け るわけ じゃ ないので、 実際、 子 ども がそ う

い う ふ う になって、 アプガース コ アが悪かった と き なんかに、 赤ちゃんの処置 と か

N I C U と かになった後に、 多分、 座って 自分で考えなが ら書 く こ と も ある と思 う

んです裏a なので、 先生がおっ しゃ る よ う に 、 予後良好の人たち もそのまま全部

必要だ と い う わけではないので、 我々 と い う か、 多分、 臨床の先生たちは、 悪い結

果になった と き に詳 し く 書 く と い う く せ と い う か、 指導 と い う か、 そ う い う こ と が

必要であって 、 それが時間がたてばたつだけ、 聞き取 り “ こせよ何をする にせよ 、 ど

ん どん どんどんち ょ っ と ずつ実際 と違 う こ と になっ て く る わけですか ら 、 でも 、 そ

れは、 多分、 我々 に と っ ては普通の こ と だら思 う んですけれど も 。 そ う い う こ と が

起こ っ た と き に後か ら また。 同時にカルテ と い う のは書け る も の じゃないですか ら 、

いわゆる なが ら と い う のはあ り 得ませんので。 ですか ら 、 それって通常の先生はや

る こ と だ と る沈思 う んですけれども 。

○池ノ 上委員長 こ こで記載が不十分 と い う のは、 ス タ ンダー ドに普通の診療の場

所で普通に皆さ んがやっている 、 それを書いて下さい と言 う のであって 、 1 つ 1 つ

漏 ら さず全て書いておいて下さい よ と 、 後か ら 困 り ますか ら と 、 こ う い う のはやっ

ぱ り ち ょ っ と ス タ ンダー ドか ら外れる と 。 その レベルでやっぱ り 議論は進めていか

ない と いけない。

先生、 おっ しゃ られる よ う に 、 経過が悪 く て、 ものすごい悪い状態で赤ちゃんが

生まれてきて、 今、 一生懸輪:N I C Uで集中治療を受けている と 。 それについては、

必要な情報が、 その前に ど う い う こ と があったかな と い う のを考えなが ら 、 通常で

は記載しない よ う な こ と もその病態に関連させなが ら書いてい く と 。 それはみんな

普通にや られる こ と だら思 う んです。 でも 、 こ こ で議論するのは、 普通のス タ ンダ
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ー ドの医療の場で書かれる こ と 、 あ る いは記録される こ と 、 そ う いった こ と はやっ

て下さい と 。 それがあればも っ と原因分析ができたかも しれない と 。

も う 1 つは、 魚冨澤睾委員がおっ しゃ っ た こ と の 1 つは、 今分か ら ない、 今の医学で

はこれは分か らないんですよ と い う 部分も ｢評価でき ない｣ と か ｢分か ら ない｣ と

か と い う のでは、 原因分析委員会の結論の言葉になっている可能性も ある と思 う ん

ですれ だか らそ こ ら辺が分か らない理由 を も う ち ょ っ と 丁寧に書いて頂いたほ う

が 、 一般に公開 した り した と き に誤解を生 じない と い う こ と なんだろ う と思います。

あ り が と う ございま した。

他に何かございますか。

○村上委員 分娩経過を観察する のは助産師であった り 看護師であった り 、 経過を

記録してお く べき かな と い う ふ 効こ ,思っ ているんですが、 記録の中で、 医師が書い

た記録な“か助産師な り 看護師が書いた記録な⑫とい う “は、 こ壇例“中で
分か り ますか。

○事務局 (森脇) 分かる も の も あ り ますけれ ども 、 全部はち ょ っ と 分か らないで

す。

○村上委員 再発防止の観点か ら考える と 、 やは り その経過を見てい く のに、 こ こ

で察知すればよかったんじゃないかなみたいな と こ ろは、 私はこの場でぜひ議論を

して頂きたい部分かな と考えるんです為 そ う する と 、 結果だけを見て こ う だった

ああだっ たではな く て 、 その経過の中でも しか した ら も う 少 し早く 分かったん じゃ

ないかみたいな と こ ろが出て く る と 、 私は特に助産師に期待を したいんですけれど

も 、 何か助産師の記録がそ う い う と こ ろで残されている と 、 先が少 し分析しやすい

のかななんて感 じる も のですか ら 。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 恐 ら く 、 複数のチームで関わった場合の

それぞれの所見 と い う のは、 基本的には最後にサイ ンが される と か、 何かこ う 印鑑

が捺される と か、 そ う いっ た こ と は一般にはや られているんだと思 う んですけれど

38



も 、 例えば個人診療所の場合なんかは、 そ こ ら辺が う ま く いっ ていないのかも しれ

ません。

○勝村委員 僕も十分色々 な資料を読み込めていないま まで申 し訳ないんですけれ

ども 、 例えば 6 ページにあ るオキシ ト シンの投与量や投与速度 と かが よ く 分か ら な

いよ う な事例があるなんてい う のは、 原因分析の人たちはこんなのは怒 らなき やい

けない と 思 う んで し ょ う ね。 怒 り を もたなき やいけない と 。 だから 、 怒 り を もっ と

い う こ 割は、 手段と しては調整委員会ぐ らい しかないん じゃないかな と ,思っている

んですけれども 、 門前払いをする と い う か、 こ んなも のでは話にな ら ない と い う し

かないん じゃないかと思 う んですよ 又乱 データ に関 してはね、 'ト青幸捌こ関 しては。 出

して く れるんだった ら再発防止につなげていける わけだけ ど、 何か分か らない と い

う よ う な こ と を して しま う のは本当の入 り 口 で、 それが結果が悪かった と い う こ と

を叱る のではな く 、 データ を書けていない と い う こ と を一番叱 ら なければいけない

と 、 僕は教育的に も思 う んですけれども 、 それが普通の教育の原則だと思 う んです

けれども。

そ う い う 事例がある こ と を思 う と 、 今、 池ノ 上委員長もおっ しゃいま したけれど

も 、 過去の色々 な経験を聞 く と 、 病院、 大き な と こ ろでは必ずこんな こ と はない と

い う こ と はないんです長ほ 大概は、 裁判なんかで過失が認定される と き には、 改

鞠の よ う な こ と も認定されるんですよね。 それもおっ しゃ る よ う に 、 カルテの改霞

ではな く て 、 医師が指示した こ と な どを書いている看護記録が政鐵される 。 医師の

指示で看護師が改醸している と か、 看護記録の改頤なんですね 全部分娩経過の改

ゐ風 一方、 開業医の場合は、 ひどいのは、 資料が全く ない、 と い う よ う な こ と も あ

った り したんですれ

僕の妻のお産の裁判、 裁判になっている のはひどいのばっか り だ と 思っている の

で、 ど う ひ どいかとい う と 、 ほ と ん どが病院だった ら改鐵している し 、 じや あ改颪

を多 く の医療機関が している のか と い う と 、 決 してそ う ではな く て 、 改窺をする よ
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う な医療機関が裁判になっている 。 で、 開業医だと 、 改窩ではな く 何も書いていな

い。 資料が紛失 した と か、 ほ と ん ど何も書いていない。

だか ら 、 僕がそ う い う 色々 な裁判を見てき て こ う い う の を見る と 、 ち ょ っ と そ う

い う も のではないかと い う 想像を して しま う んだけれども 、 やっ ぱ り 診療所で何も

記載がない と い う こ と “ば 、 ま と も な看護師 ･ 助産師がいなかった、 医師もすご く い

いかげんだった と い う よ う な事例が想像でき る し 、 病院だと 、 やっぱ り カルテ よ り

も 、 指示 した医師よ り も 、 その結果を書いてい く 看護師や助産師の分娩経生過等みた

いな ものが一番分析に大事なんだけ ど 、 そのあた り が非常に変な書き方になってい

る と い う こ と が起こ った り する わけで、 僕はそ う い う のを見てきている ので、 やっ

ぱ り 改富と か全 く 何も書いていない と い う こ と をな く す と い う こ と が 、 再発防止の

第一歩だと思っている ので、 そ う い う ふ う な も の をな く してい く 観点 と い う のは根

本的に大切で、 原因分析委員会のほ う で簡単にオーケーだ と言っ て しま う ん じゃ な

く て 、 やっ ぱ り 問題意識と して 、 問題視して頂いているか ら こ う い う テーマで挙げ

て頂いているんですけれども 、 ひ どいものに関 しては厳しい姿勢を示してほ しいで

す。 こ のテーマに関 しては本当に一生懸綸rやっ ている先生方に対して さ 域こ も っ と

詳 し く 書け と い う こ と なのか と い う ふ う な誤解を受け る よ う な話ではな く 、 そんな

こ と も書いていないよ う な事例があ る のかと 、 普通の医師な ら ば獲驚 く よ う な こ と な

んだ と い う こ と が分かる よ う な表現に してほ しいです。 オキシ ト シンを使っている

のに、 投与量が よ く 分か ら ない と か、 そんな事例、 オキシ ト シンを使ったあ と 2 時

間 、 分娩監視装置の記録もない と か、 そんなの話にな ら ないだろ う と い う よ う な事

例があ る こ と が問題なんだ と い う こ と が 、 な るべ く 分かる よ う な表現をして も ら っ

て 、 やっ ぱ り 厳し く 対応 してほ しいな と い う 趣旨です。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

やは り ま さ にその通 り で、 これはひ どい と い う よ う なのを と る こか く な く さ ない と

いけない と 。 それは非常に レベルの高い と こ ろで、 こ こが抜けたか ら ち ょ っ と これ
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はレベルの高い判断ができ ませんよ と い う のはまた別で、 今、 勝亦･援詳員がおっ しゃ

った よ う に 、 これは当然で し ょ う と みんなが考える よ う な 、 そ う いっ た と こ ろの記

載漏れ、 あ るいは記載が されていない と か、 あ るいは今おっ しゃ った よ う なそ う い

う と こ ろを意図的に書いていない と か と い う こ と はない よ う をこ していっ て も らいた

い と い う と こ ろは、 やっ ぱ り 再発防止の議論に絡んで く る こ と だと思 う んですれ

あ り が と う ございま した。

他にいかがで し ょ う か。

○小林委員 今の議論の続き にな り ますが、 すでに再発防止委員会で報告書を出 し

ています。 ち ょ う どオキシ ト シンはそのテーマ分析の重要な も ので、 オキシ ト シン

の使い方が非常に重要であ る と言っているので、 全部の記載を求め るのは難しいか

も しれませんけれども 、 オキシ ト シンに関 しては、 少な く と も投与量と か、 あ る い

はその投与間隔 と が分かる記載 と い う のは必要です。 それが、 今後、 されていない

と い う も のに関 しては、 原因分析委員会でもそ こ を厳密に判断して も ら う と い う よ

う な こ と を 、 こ の 2 つの委員会でやっていけばいいのではないかと思いますけれど

も 。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 これはやっ ぱ り 連続性のあ る提言 と い う

意味で、 オキシ ト シンはガイ ドライ ンを守って下 さい と い う のを出 してお り ますの

で、 さ ら に小林委員がおっ しゃ ったよ う に 、 実際に ど う使ったかと い う のき ちっ と

残 していない と 、 それは分析でき ませんよ と い う よ う な方向での提言 と い う 、 具体

的にはど う い う 形にな るか分か り ませんけれど も 、 やっぱ り 連続性のある委員会の

活動 と い う こ と では、 やは り 今のご指摘の よ う な こ と は非常に重要な こ と だと思い

ます。 あ り が と う ございます。

○魚雷雫委員 この補償制度に参加する以上こ う い う こ と をちゃん とやって下 さい と

い う こ 割ま、 1 つの縛 明こな り 得ますよれ

○池ノ 上委員長 そ う ですれ
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○魚品澤委員 記録の こ と るこついては、 ずっ と 昔か ら言われてきていて、 こ の報告書

に これだけ書いて何か変わってい く だろ う か と い う 、 実はそ う い う 思いもいた しつ

つ、 それでも大事な記録について この章を書き上げな く ちゃいけない と思っている

んですけれども 、 少な く と も こ の補償制度に参加する以上はちゃん と書いて提出 し

て下さい と い う こ と は 、 これまで と は違 う アプローチにな り 得るかな と い う 希望も

持っています。 ぜひつながってい く よ う な道筋を作って頂ければな ら思います。

○池ノ 上委員長 そ う ですれ 最初か ら の ライ ンがずっ と っながる と い う 意味で、

そ う い う 意味ではこ う い う 記載事項 と い う の も 、 初期の段階でこれは出 しているわ

けですれ

0上田理事 そ う ですれ 記載して下 さい と い う こ と で、 各加入分娩機関にご案内

しています。

○勝村委員 だか ら 、 調整委員会にかける と い う こ と は、 あま り こ こ の議論じゃな

いかも しれませんけれど も 、 自 分で払って下さい じや な く て 、 医賠責を使って下 さ

い と い う 話なので、 公的な と こ ろである こ こ の対象 と な る場合は、 やっぱ り 最低限

き ちん とデータ を出 して下さい と 。 それを再発防止につなげる と い う 趣旨で、 公的

にやっているわけですか ら 、 こ んな記載では再発防止につなげ られないんだか ら 、

それは医賭責で今まで通 り 払っ て下 さ い と い う 趣旨なので、 僕はそんなに調整委員

会のハー ドルを上げずに、 僕は、 先生方の中で、 こ んなのひどい と思 う よ う な事例

は、 き ちん と対応 してほ しい と 、 何回 も言ってきて、 やっ ぱ り 僕はずっ と そ う ,思い

続けている と い う こ と を 、 ち ょ っ と こ のついででお話し させて頂き ま した。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。 他にいかがで し ょ う か。 こ の記載につい

て。 小児科の先生方のほ う は、 あんま り ないん じゃないですか。 記載がない と い う

のは。

○ 田村委員 そ う です。 少な く と も こ こ の と こ ろ を見る 限 り は、 正直に書いてあ る

な と 、 例えば片肺挿管になったなんてい う こ と をき ちん と記録に残 していた り と か、
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皆さ んま じめに書いてお られる な と 思います。

ただ、 前に も 申 し上げま したけれども 、 NCPRガイ ド ライ ン20 1 0では、 仮死後の中

等度か ら重度の低酸素曲壷血圧脳症に対 しては脳低平盛療法が標準治療にな り ま した。

そ う い う 観点か らい く と 、 今までは1 0分後のアブガース コア、 必ず し も皆さんつけ

てはいなかっ たですけれど も 、 ｢脳性麻痺の リ ス ク が高い重度仮死の赤ちゃんでは、

必ずアプガース コ アは10分の時点でもつけて下 さい。 ｣ と こ の委員会のほ う か ら言

って頂 く と 、 現場にフ ィ ー ドバ ッ ク されて、 そ う い う 記録がき ちん と残った り 、 あ

る いは脳低湿療法の適応の患者が早く 認識されて しかるべき施設に送られる こ と し こ

な る と思います。 そ う い う 観点から も 、 我々 と して も ど う い う 記録をき ちん と残 し

な さ い と い う こ と を明確に して推奨する とい う こ と は、 現場のス タ ッ フ に と っ て も

赤ちゃんに と っ て も意義がある と思います。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。 悪い子の 10分アブガー と い う のの意味

○田村委員 2 ページ 目 の ｢出生時評価等について｣ で、 ｢N C P R の20 1 0年のガ

イ ドライ ンでは、 重症児の管理と して脳低温療法が推奨 されている ｣ と の と こ ろで、

脳低温療法の適応条件と して1 0分後のアプガース コ アが 8点 と なっ ていますけれど

も 、 これは 5 点ですので、 直しておいて下さ い。

0上田理事 はい、 これですね

○池ノ 上委員長 あっ 、 本当だ。 そ う ですれ

0田本･矮"員 すみません。 も っ と 早 く 気がついて申 し上げるべきで した。

○上田理事 本体の 2 ページ。

○池ノ 上委員長 8 点だった ら大変ですれ あ り が と うございます。 場所は分か り

ま したか。 はい。 他にいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございますか。

カルテの記載を十分に と い う のは、 色々 な理由か ら 当然の こ と と思いますけれど

も 、 その当然こ と を当然の ご と く き ち っ とやる と い う のは、 これまたなかなか難し

い こ と で、 だけ ど、 それはや ら ない と いけませんよ と 。 こ の制度をちゃん と動かす
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ためには、 最低限これだけの こ と はやって下 さい と い う こ と は、 これから も しつこ

く モニタ リ ング しなが らや り 続けなければな ら ない。

それか ら 、 今、 田村委員がおっ しゃ っ たよ う “こ 、 時代の流れ と と も に項 目 が増え

てい く と いいますか、 追加 される可能性があ る 。 あ る いは削除される可能性があ る 。

そ う いっ た リ ニューアルの仕事と いいますか、 そ う いっ た こ と も含めて、 やは り こ

の記載については引 き続き き ちっ と した議論を進めていかなければな ら ないのでは

ないかと い う ふ う に思っています。

他にいかがで し ょ う か。 よ ろ し ゅ う ございま し ょ う か。

○箕浦委員 ち ょ っ と 細かいこ と ですけれ ども 、 こ の資料を読んでいて 、 3 ページ

の外来診療における指摘と い う ので、 禁煙を指導をする こ と が一般的であるが、 禁

煙指導を した と は書いていない と書いてあ り ますれ これはいちいち外来で、 たば

こ をやめな さ い と か、 禁煙指導した と か、 普通書かないん じゃないですか。 これだ

け少 し違和感を感じた ものですか ら 、 その辺は ど う なのかな と思って。

○事務局 (森脇) 原因分析報告書には、 やは り こ う い う こ と は書いてほ しい と い

う 、 それぞれの事例ご と で先生方が取 り ま と め られている も の を複数でま と めてい

ます。

ただ、 複数で見た と き に 、 こ こ ま ではち ょ っ と 無理だよ と い う よ う な こ と が 、 実

際あるん じゃないから思いますので、 そ こ はやは り 先生方で、 書いてある に越 した

こ と はないんですけれども 、 再発防止委員会で言ってい く も のについてはこ こ と い

う の も 、 ま た決めて提言の中に盛 り 込んで頂き たい と思っていますので、 また ご意

見を出 して頂ければと思います。

○池ノ上委員長 そ う い う こ と を原因分析委員会がそ こ にステー ト メ ン ト と して入

れなければいけない何 らかの理由があったんですれ 例えば I U G Rがひどかった

と 力冴可か、 そ う い う こ と があっ たんで し ょ う かね やっ ぱ り 一般的にはあま り やっ

ていない し 、 本当 は禁煙運璽動家たちか らのご意見では、 厳 し く やって く れ と い う の
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は常に来ているわけですけれども 。

○魚冨澤睾委員 今のま 割こそ こ の と こ ろが 、 そ こ だけ抜き 出 されて して しま う と 独 り

歩き して しま って、 四角 の中だけを見て しま う と ど う い う 文脈でそれが書かれたの

か分か らない と こ ろなんですれ ですので、 そ こ の と こ ろの整蜜理をち ょ っ と お願い

します。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございま した。

○ 田ネ･援等員 私が覚えている事例の こ と であれば、 これはお母 さ んがヘビースモー

カー と い う こ と が外来で分かっていて 、 そ して、 生まれた と き の赤ちゃんが子宮内

胎児成長遅延 (IUGR) だっ た と い う 事例で、 本来は、 そ う い う 事例に関 しては禁煙

指導をすべきでなかったかな と い う 文脈で書かれてあった ら思います。

○池ノ 上委員長 全ての妊婦さんに、 ユニバーサルにみんなにや り ま しよ う と い う

レベルで話されている議論ではないですれ しかし、 吸わない よ う に‐する に越 した

こ と はないわけですけれども。

いかがで し ょ う か。 他に何かございませんか。 も し他にご意見がなければ、 先ほ

どの吸引 も含めて、 全体で何か、 全体を通してご発言があれば頂きたいと思います

が、 いかがで し ょ う か。

○魚雷室委員 ち ょ っ と気になっ ている こ と があって、 ど こ で議論する のカメ分か ら な

いんですけれ ど も 、 圏1礪こ、 分娩監視の と き の縦 り を ' o“/分にすゆか･
3 cm/分にする のか と い う 議論があって、 3 cmを徹底する ほ う がいい と かな り 強 く

書いてい ら っ しゃ る事案があ る んですれ これは埋もれて しま ってはも ったいない

こ と の よ う な気もする のですけれども 、 どの く らいで評価しておけばいいこ と なん

で し ょ う 。

○池ノ 上委員長 どの く らい と言います と ?

○魚冨澤委員 つま り 、 例えば今回の記録の と こ ろでの議論にな る と思 う んですけれ

ど、 これか ら分娩紙送 り は 3 c画こ徹底 していき ま し ょ う と い う のであ る な らば、 ど
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こ かでき ちん と取 り 上げていかない と埋もれて しま う だろ う な と 思いなが ら読んで

いま した。 こ のあた り は ど う した らいいので し ょ う か。

○藤森委員 紙送美 明こ関 しては、 20 1 1年のガイ ド ライ ンではB になっているんです

ね。 絶対や り な さ い と い う Aではないんですね。

ただ、 僕も 、 も ち ろん 3 cm と い う こ と をずっ と色々 な と こ ろでお話を しているん

ですけ ど 、 他のユニバーサルの話が出ていま したけれ ど も 、 例えばイ ギ リ スの産婦

人科学会 と かは 3 cm じゃ な く て 2 cmでいいですよ と か、 全世界的に統一がある わけ

ではないんですね なので、 ガイ ド ライ ンでB になっ ている経轍壷も よ く 知 り ません

けれども 、 も ち ろん、 3 cmが望ま しいのは事実だと思いますけ ど、 じや あAにでき

ない理由 と い う のは、 他の国 と か、 あ と F I G 0 と い う 世界産婦人科学会と か と い

う のは絶対 3 cmに しな さ い と言っているわけではないので、 そ う い う と こ ろがち ょ

っ と絡んでいるん じゃ ないかな と い う ふ 効こ推測はするんですけれども 、 ど う です

か。

○池ノ 上委員長 私は絶対 3 cm派ですれ 1 cmで流 されて 、 そ してモニタ リ ング所

見は正常で した と言われる のを 、 横だけ 3 cm る こ伸ばすんです。 そ う した ら 、 異常所

見が う ん と前か ら分かっていま した よ と い う のが結構、 私が これまで関わった鑑定

の事案ではあ るんですね。 ただ、 そ う い う ス タディ が き ち っ と されていないんです。

ですか ら 、 エ ビデンスがAにな ら ないんです。

それと も う 1 つは、 1 cmで流 していて も 、 僕はちゃん と診断する よ っ て言 う 先生

もい ら っ しゃ る 。 1 cmの 目 で ト レーニングを僕はずっ とやってきた と おっ しゃ る 、

そ う い う ある研究者のグループも 日 本に も ある 。 そ う い う と こ ろの議論の調整がき

ちっ とすんでいないので、 まだエ ビデンス レベルB でいっている と 。 これは正常で

すよ 、 だけ ど突然悪く なっ たんですよ と言われた よ う な 、 これは議事録に残る の も

あれですけれども 、 そんな こ と ないで し ょ う 、 3 倍に しま し ょ う と 。 最初は、 これ

を縦横 3倍に された ら ど う し よ う も ないんですけれども 、 縦はそのままで横だけ 3
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倍にする 。 そ う する と 、 3 cmだっ た ら き ちっ と した遅発一過性徐脈と判断でき る も

のがある と か、 それか ら基線細変動が どん どん どん どん減っていっているのがき ち

っ と 見える と か、 そ う い う のがはっ き り して く る 。

だけ ど、 僕は 1 cmだっ てそれは分かる よ 、 と 言 う 人もいる ので、 だけ ども全体と

しては、 日 本産科婦人科学会のほ と ん割まそ う です し、 今の若い世代の産婦人科医

は 3 cmでやる よ う な初期 ト レーニングを受けている と思 う んですけれども。

○魚冨峯委員 報告書には、 ｢統一の徹底が望まれる ｣ と い う よ 効こ 、 かな り 具体的

に強調してお られるんですれ そ う やって原因分析委員会が出 されたものが 、 改め

てき ちん と世の中に出てい く ルー ト のひとつが こ こだと思います。 大事な こ と であ

れば埋もれさせない よ う 、 検討しなければいけない ものの 1 つだ と 思っ てい るので、

ち ょ っ と すみません。

○池ノ 上委員長 これはち ょ っ と僕がや り 過ぎかも しれませんけれども 、 3 cmにす

べきだと思っているわけですれ ですか ら 、 やっ ぱ り みんなでその旗を振る と い う

意味、 そのために救命 される子ども たちって結構いる はずだ と 。 そのエビデンス を

出せと言われる と 、 なかなか難しいですけれども 。 ま あ 、 そ う い う と こ ろです。

○魚酎澤委員 チャ ンスがあった ら 、 ど こ かでそれをき ちん と 生かされる よ う & こ した

い と思います。 テーマ別の検討と して取 り 上げ られてい く と か、 別に ピ ッ ク ア ップ

されてい く と か、 体系的な整理か らははずれてい る けれど大事な こ と と い う ま と め

方をする と か、 色々 な方法論があ る と思いますけれども 。

○池ノ 上委員長 そ う です為 例えばこの中で 1 cmでモニタ リ ングされているのが

どの く らい多い と か と い う よ う な こ と の分析はでき る と思 う んですれ

0魚冨澤睾委員 次につながっ ていき ますよれ

○勝村委員 過去の色々 な裁判での証言を見てき て、 その 1 cmでも読め る と言って

いる人の う ちで、 たま たま 2 人、 どち ら も 、 あ る 当時の大学の教授の先生なんです

けれども 、 僕か ら見て、 基線細変動 と か遅聾発一過小野徐脈が読めないん じゃないか と
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思 う よ う な大学の先生を 2 人見てき ま した。 明 ら かに鑑定で証言している話、 僕は

ち ょ っ と そ う い う 確信を持った こ と があ り ます。 僕 ら 、 これはすご く 難 しいけれ ど

も 、 色々 な人か ら相談を受け る と き に 、 僕 ら 、 遅発 と かそんなの、 ダブルカ ウ ン ト 、

ト リ プルカ ウ ン ト みたいな判断 と かも-緒に僕 ら勉強するんですけれども 、 産科医

や弁護士 さん ら と勉強した り する時期があったんですけれども 、 やっ ぱ り 1 cmでは

大学費鶏こ よ っ て 、 全 く 違 う 読み方を法廷で される こ と があっ て、 本当 に読めてい

る のかな と 、 読めない場合があ るん じゃ ないかな と 、 僕は思った こ と がある と い う

こ と で、 それは統計と しては、 症例 と してあんま り 少ないので有意でな話ではない

かも知れないですけれど も。 なので、 今、 色々教えて頂き ま したけれども 、 こ の事

例で 1 cm ･ 3 cm と い う のは ど う なっ ている のかと い う の も 、 やっ ぱ り データ を取っ

てお く べき じゃ ないかな と思います。 僕 ら はやっ ぱ り 、 こ う なった ら こ う しな さ い

と 、 昔、 遅発二過性徐脈、 基線細変動消失 と か、 色々 な本に書いてあって、 オキシ

ト シン と か。 と こ ろが 、 それがグラ フで見て ど う だこ う だ と い う こ と の論争が、 裁

判の法廷で、 こ こ で出ている じゃ ないか と言 う 大沓学費受もいれば、 これは出ていな

いんだと言 う 大彪搦擁受も昔はいた り してて、 それを 1 cmみたいな と こ ろでやってい

るか ら 、 やっぱ り 変な議論になっている こ と があ る のかも しれない と 思ったので、

やっ ぱ り そのデータ をき ちん と と い う 意味では、 僕はすごく 大事な議論だと思いま

す。

○池ノ 上委員長 あ り が と う ございます。

○上田理事 本体の 3 ページにあ り ますが、 魚品澤睾委員、 それか ら小林委員か ら ご指

摘があ り ま したので、 分娩監視装置を 3 cm/分で記録する こ と について整理してお

り ます。 今 日 の議論も踏ま えなが ら 、 1 cm と 3 cmの課題について整理したい と思っ

ています。

○池ノ 上委員長 他にはいかがで し ょ う か。

○箕浦委員 記録については、 今、 過渡期で、 ペーパー レスになる と 、 モニターの
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表示は 3 cmで、 印字は ど う も こ も でき る ので、 3 cmで記録する と紙がた く さ んたま る

と い う 問題はだんだんな く な り ます。

○池ノ 上委員長 なる ほ ど。 そ う い う こ と ですれ ス コープの上で調整 と い う 感 じ

ですれ そ う です九

他にはご発言はございませんでし ょ う か。 それでは、 事務局のほ う 、 何かござい

ますで し ょ う か。 よ ろ しいですか。 はい。

3 . 閉会

○池ノ 上委員長 それでは、 ま だ 6 時ち ょ っ と 前ですけれども 、 これで、 一応、 今

回の再発防止委員会を終了 させて頂きたい と思います。

テーマに沿った分析 と い う こ と で、 次回も また事務局のほ う き準備を させて頂き

ます。 前回、 先生方に色々 と議論を頂き ま したこ と の中か ら 、 帝王切開決定か ら開

始までの時間の問題だ と か、 それか ら 、 最近、 こ の常f瑚台盤早期剥離が らみの も の

がずいぶん増えてきている と い う こ と も あ り ますので、 常f湖鍵盤早期剥離を ど う と

ら え るかと いった こ と について 、 まずはテーマを絞ってみてはど う か と い う ふ う に

考えています。 当然、 今 日 の ご議論があ り ま した も の も 、 後でまたい く つかの ご発

言 ご意見があれば、 それもお聞かせ頂き たい と い う ふ う に思ってお り ます。 いず

れに しま して も 、 ケースがた く さ ん集ま って く れば、 その中の重みづけ と か、 重要

度、 それか ら診療の場でぜひこれを早 く 徹底 して も らいたい と い う よ う な こ と も浮

かび上がって く る と思いますので、 そ う いっ た意味で情報の蓄積を してい く と い う

ふ う に したい と思います。

また、 次回 もテーマに沿った分析で、 オ リ ジナルの色々 な情報が出てまい り ます

ので、 非公開 と い う こ と で させて頂き たい と 思います。 ど う も 、 今 日 はあ り が と う

ございま した。
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